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序

ご存 じのように鹿島町講武地区は、数多 くの埋蔵文化財のあるところとして

知られていますが、この地区で圃場整備事業が計画され、工事実施に先立って

埋蔵文化財調査を実施 してまいりました。

昭和63年度には、南講武での圃場整備事業に伴ない、南講武草田遺跡の発掘

調査を実施いたしました。調査では弥生時代の終わり頃から古墳時代の初めに

かけての墳墓などが発見されました。このお墓に大量に供えられた上器から、

近畿地方の人々がこの講武地区を訪れていたことがわかり、この地が古墳時代

にいたる大きな歴史の一こまに位置付けることができたように聞いております。

関係者のご協力を得、こうした貴重な調査例を現地の地下に保存できたこと

は、まことに喜びにたえません。この記録をとおして、先人の労苦に思いをい

たし、私達の明日への展望を開きたいものと思います。

終わりになりましたが、この南講武草田遺跡の調査をもって、講武地区県営

圃場整備事業に関する発掘調査は終了いたしましたが、長期間にわたる調査に

ご協力いただきました土地所有者の方々、ご指導いただいた島根県教育委員会

をはじめとする関係各位に厚 くお礼申し上げて、報告書発行のごあいさつとさ

せていただきます。

平成 4年 3月

鹿島町教育委員会

教育長 袖 本 重 幸





一〓ロ

1。 本書は、鹿島町教育委員会が実施 した講武地区県営圃場整備事業に伴 う南講武車田遺跡の発掘

調査の記録である。

2.遺跡は、島根県八束郡鹿島町大学南講武424-3、 425、 432-1、 434-1に 所在する。

3.調査は、昭和63年■月 9日 から平成元年 3月 17日 まで実働91日 をかけて実施 した。遺物整理は

調査と平行 して開始 したが、大量な遺物のため、平成 3年度までの4年間断続的に行った。調査

から整理までの体制は以下のとおりである。

事 務 局  鹿島町教育委員会教育次長 山本林市、青山一春、曽田 稔

同    社会教育係長 曽田 稔、青山俊太郎

調 査 指 導  田中義昭 (島根大学法文学部教授)

石井 悠 (松江市立第二中学校教諭、調査当時)

勝部 昭 (島根県教育庁文化課課長補佐)

鳥谷芳雄 (島根県教育庁文化課主事、調査当時)

調 査 員  赤澤秀則 (鹿島町教育委員会主事)

調査補助員  石橋淳一、佐藤雄史、宮本正保

作 業 員  袖本富至、石橋静枝、石橋積枝、石橋寿子、曽田芳子、中村美代子、古瀬玉子、

古瀬智恵子

調査協力者  吾郷雄二、稲田信、内田雅己、瀬古諒子、中村明夫、西尾克己、原俊二、原田

敏照、守岡正司

遺物整理参加者 中村暢夫、朝山千穂 (以上町立歴史民俗資料館職員)、 青山善之、石橋淳一、

岡 泰道、小笹恵子、川上美智恵、杉田ますみ、瀬古諒子、瀬田明子、曽田

秀徳、丹羽野輝子、松山智弘、山本幸二

4.調査にあたっては、土地所有者袖本義弘、袖本陽治、袖本富至、佐野富士夫の各氏には終始多

大なご協力をいただいた。また、松江農林事務所耕地第一課にも協力いただいた。この場を借 り

て厚 くお礼申し上げます。

5.報告書の作成にあたっては、以下の方々に有益なご助言をいただいた。記 して感謝の意を表さ

せていただきます。 (敬称略)

足立克己 (島根県教育庁)、 置田雅昭 (天理大学)、 亀田修― (岡山理科大学)、 川原和人 (島

根県教育庁)、 久保智康 (京都国立博物館)、 澤野啓― (東邦大学医学部)、 白石太一郎 (国立歴

史民俗博物館)、 鈴木敏則 (浜松市博物館)、 申 敬激 (慶星大学校)、 昌子寛光 (松江市教育委

員会)、 椿真治 (岡山県教育庁)、 平野芳英 (八雲立つ風上記の丘)、 広江耕史 (鳥根県教育庁)、

松本岩雄 (島根県教育庁)、 柳田康雄 (福岡県教育庁)

6.遺構の略称は次のとおりとした。

SD―水路、濤  SX―墓羨・土器棺  SB―建物  SK―土坑

7.遺構・遺物の時期については、今回暫定的に草田形式を設定 して説明した。第Ⅳ章第 1節を参

照されたい。
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I.調 査 の 経 過

鹿島町講武地区は、島根半島部有数の水稲耕作地帯であり、町全体の水田面積270haの うち、

183haを 占めている。このうち約半分については昭和30年代に区画整理事業が行われたが、依然 と

して排水、道水路網に不備な点が残されており、同地における圃場整備事業の実施は関係者の強い

要望であった。この要望のもと、昭和59年度から講武地区県営圃場整備事業が133haを対象として

開始されるにいたった。

一方、この事業計画地内には、点々と遺跡の存在が知られていたため、関係者のたび重なる協議

を経て、昭和59年度から以下のような発掘調査を実施 してきている。

名分塚田遺跡第 1次調査 (昭和60年 1月 )

名分湯戸遺跡群発掘調査 (昭和61年 2～ 3月 )

名分塚田遺跡第2次調査 (昭和61年 6～ 7月 )

講武地区遺跡分布調査 (南講武草田遺跡、南講武大 日遺跡、昭和61年10～12月 、国庫補助事業)

講武地区遺跡分布調査 (講武川流域条里制遺跡、昭和62年■～12月 、国庫補助事業)

北講武氏元遺跡発掘調査 (昭和63年 4～ 8月 )

昭和61年度の講武地区遺跡分布調査事業によって、南講武草田遺跡を確認、昭和62年度の同事業

により北講武氏元遺跡を発見 した。協議の結果、昭和63年度中に北講武氏元遺跡の調査は松江農林

事務所からの受託事業、南講武草田遺跡調査は鹿島町の単独事業として実施することとなった。

南講武草田遺跡の発掘調査は、昭和63年11月 9日 に着手 したが、予想を上まわる遺物が出上 し、

調査期間を延長 して翌平成元年 3月 17日 まで実施 した。これにより、弥生時代末前後の墳墓群が検

出されるなど、貴重な成果をあげた。

出土遺構、遺物の重要性、調査区外に

も遺跡が広がっていることなどから、取

扱いについては協議の結果、当該地での

画場整備事業は水田面の出来高を高 くす

る設計の変更をしていただき、工事によっ

て遺跡を傷つけることがないように配慮

いただくこととなった。

この協議が整った後の3月 5日 、現地

説明会を開催 し、約60名 の参加を得た。

この後、遺跡は再び埋め戻された。
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工.位置と歴史的環境

島根半島のほぼ中ほどに位置する講武盆地は、面積180haの 水田を有 してお り、半島部では持田

川津平野とならぶ広い耕地面積を有する。この盆地は、谷奥から流れ出す講武川によって作られた

肥沃な地味により、古 くから水稲耕地として格好の条件を備えていたものと考えられる。

南講武草田遺跡は、この盆地のほぼ中央部の南寄 りの扇状地に位置 している。

この盆地をめぐっては、縄文時代早期から中期にかけての佐太講武貝塚が知 られており、これは

現在の佐陀)|1沿いに開けていた潟湖をそれぞれ南と西にひかえた立地であり、こうした潟湖からヤ

マ トシジミなどの魚介類を採集 し、周辺の山野に舟獣や堅果類を求めていたものと思われる。

弥生時代前期には、日本海沿いの砂丘地に古浦砂丘遺跡が成立 し、引き続いて講武盆地西端に位

置 して佐太前遺跡が成立 している。また、北講武氏元遺跡では、縄文時代晩期の遺物が出土 してい

る。さらに弥生時代のうちには、この盆地から少し離れるが「恵曇陵」の南岸の山ふところに銅鐸

2、 銅剣 6を埋納 した志谷奥遺跡がある。再

び講武盆地内に目を転ずると、弥生時代中期

の遺物を出上 した名分塚田遺跡、弥生時代後

期から古墳時代前期の南講武大 日遺跡など、

点々と集落遺跡の存在が明らかになりつつあ

る。また、南講武草田遺跡の近 くでは、四隅

突出型墳丘墓の可能性のある石列を検出した

南講武小廻遺跡が知 られている。

古墳時代には講武盆地をめぐる丘陵上に数

多くの古墳が築造されており、この時代まで

に盆地内の開発が進んだことを示 している。

特に名分地域には、名分丸山古墳群、奥才古

墳群、鵜灘山古墳群など前半期にさかのぼる

古墳群が、北講武地域には、石棺式石室の講

武岩屋古墳や、須恵器子持重を出土 した向山

古墳など後期古墳が多く分布する傾向がある。

これら以外にも、横穴墓が多数知 られてお

り、古墳時代後期の段階には現在の集落の原

形ができあがるものと考えられる。

｀
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図 2 南講武小廻遺跡・ 出上土器
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Ⅲ。調 査 の 概 要

昭和63年度、南講武草田遺跡の調査をもって5年間7次にわたる講武地区県営画場整備事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査は最終年度を迎えていた。同遺跡は、昭和61年度の講武地区遺跡分布調査で

弥生時代末から古墳時代初頭にかけての遺物をかなりの密度で包含する層の存在を確認 しており、

これについて発掘調査を実施 したものである。

遺跡は、講武盆地の南辺に位置する扇状地上にあり、周辺の標高は19～20mである。この地点に

東西30m X南北12mの第 1調査区、東西20m× 南北 5mの第2調査区をそれぞれ設定 し、講武地区

遺跡分布調査での知見にもとづき、包含層にいたるまでの上砂を重機で除去 して調査を開始 した。

1区では4m区画の方眼を設けた。

1.第 1調査区

まず調査区南東隅で古墳時代後期の水路 (SD01)を 検出。上下 2層 に分かれることを確認。直

近に位置 し、なだらかに降ってゆく丘陵裾部に水路をめぐらせ、水田に給水していたものと考えら

れる。

次いで調査区全面を覆っていた礫層を除去 してゆ く過程で、調査区西辺沿いに古墳時代前半期の

水路 (SD02)が あることを確認 し、さらにその下層にも水路 (SD03)を検出した。調査区を覆っ

ていた礫層は、これら水路を埋没させた洪水によってあふれたものであった。SD03は幅4～ 5m、

深さ約 lmの非常にしっかりとしたもので、一直線に延びることから、計画的に掘られたものと考

えられる。これら3水路はいずれも大量の砂礫によって埋没しており、その除去に難渋 した。

また、SD02、 03検出の過程で、これら水路西側に近畿地方庄内式の遺物を多量に含む特異な土

器溜 り (H-5区)を検出、遺跡の特異性が明らかとなった。また、SD02を中心として吉備地方

から投入された小形重形土器などの吉備系土器 も見つかり、特異性が強調されていった。

SD02、 03か らあふれた礫層の下に黒褐色の遺物包含層が存在する。この層の掘削に入った途端、

足の踏み場もない状態で遺物が出土 しはじめ、調査方法に苦慮 した。冬季の調査でもあり、土器溜

りの下層に存在が予想された遺構の精査ができず、とりあえず4m四方の区画ごとに遺物を図化 し

ながら取 り上げ、その後遺構の検出につとめることとした。この過程で、比較的地盤の固かった地

点で、土器溜 りの下に木棺墓 (SX01、 03)力 あ`ることが判明し、ある程度のまとまりをもって検

出されていた土器溜 りは、その下にある木棺墓に伴 うものであることがわかった。また、これら土

器溜 りの遺物中にもH-5区 ほどの密度ではないが近畿庄内式の遺物が含まれており、この遺跡の

特異性はますます強まっていった。さらにこの上器溜 りの中からは、庄内式期の遺物に混 じって朝
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図 4 南講武草田遺跡調査区配置図
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鮮半島製と考えられる瓦質土器も検出された (CD-4区土器溜 り)。

このようにして遺物を取上げ、遺構の精査に入ったが、この時点ですでに出土遺物はコンテナ

150杯を超えており、調査費予算の組替えを行って対応せざるをえなくなっていた。結果的に遺物

はヨンテナ約250杯に達 した。

精査によって調査区内から、8基の木棺墓、 1基の壷棺、掘立柱建物、竪穴住居各 1棟を検出し

た。まとめると弥生時代後期のものと考えられる木棺墓 3基、弥生時代終末の本棺墓 3基、時期の

不明のもの2基となる。掘立柱建物は弥生時代後期、竪穴住居は古墳時代前期のものである。調査

の最終段階を迎え、町教育委員会では、遺跡の重要性に鑑みて、圃場整備事業の設計変更を求める

こととなり、調査区内では土器溜 りの状況から、さらに木棺墓など遺構の存在が予想されたが、そ

の時点までに検出していたもののみの調査を行い、それ以上の遺構精査は行わなかった。よって、

調査区内の墓羨数は確定 したものではない。

2.第 2調査区

こちらの調査区では、第 1調査区での調査に時間をとられたため、当初予定していたような調査

は実施できず、Glか らG3ま でのテス トピットを3か所設定 し、 1区同様の遺物包含層が存在する

ことを確認するにとどめた。

3.第 1調査区

土  層

圃場整備開始以前の地表は標高約20mで、遺構検出面の標高は18.5m前後である。土層は、遺物

包含層まで基本的には水平に堆積 している。遺構検出面から現代の水田面まで粘質土と砂礫の層が

サンドイッチ状に堆積 し、繰 り返される水害にしばしば水田面を埋没されながらも、耕地として現

代まで維持されてきたことが観察できている。調査区を設定する以前に水田耕作上、床土を除去 し

ていたので、土層図の上端は旧地表を示 してはいない。

遺構直上に堆積する礫層は、前述 したようにSD01～03の水路が氾濫 した際の上砂で、調査区全

面を覆っている。この下層に黒褐色の土層があり、この層が遺跡の中心をなす弥生時代終末から古

墳時代初頭の遺物包含層となっている。

後述する遺構を検出した基盤層は、礫を混える淡緑灰色の粘質土で、比較的安定 した地盤となっ

ている。
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図 5 南講武草田遺跡 1区平面図 (1/160)
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1.暗灰色粕土

2_緑灰色砂質粘土

3.青灰色砂質粘土

4.暗灰色混礫粘土

5.青灰色混礫粘土

6.黒灰色砂礫

7.青灰色粘土

8.緑 色 礫

9.淡緑灰色砂礫

10.暗灰色混礫粘土

■,暗灰色砂質粘土

12.茶褐色礫

13.灰色粘土

14.緑 色 砂

15.暗褐色砂質粘土

16.淡緑灰砂質粘土

17. 褐色砂礫

18.暗青灰色砂質粘土

19.暗灰色有機粘土

20.黒灰色有機粘土

21.緑色砂礫

22.黒褐角十 (包含層)

23.暗褐色土

2.淡緑灰色混礫粘土 (基盤層)

図 6 1区土層図 (1/80)
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SD01上 層 水 路

調査区南東隅のABC-1・ 2区で検

出した。古墳時代後期に中心がある水

路で、上下 2層に分かれる。上層のも

のは延長約 8m、 幅2.3～3.6m、 深さ

約0.5mで ある。土壊が軟弱な西の岸

に沿って、20～30clll間 隔で打ち込まれ

た抗が0。 7mの間隔をおいて2列残っ

ており、水路の岸を補強 した上手状の

遺構が存在 したものと考えられる。東

岸は丘陵裾から続 く基盤層となり、杭

9            4m
図 7 sD01上 層水路実測図

列などの施設はない。濤底は北へゆくはど深 くなっており、扇状地奥から流れ出す水を丘陵裾部に

導き、下位に存在 した本田に給水する水路と考えられる。水路内には砂礫が充満 している。

この層中から古墳時代後期を中心に奈良 。平安時代頃の糸切 り底をもつ須恵器杯を最新とした須

恵器、土師器 可～46が出土 している。また、石製の紡錘車85も 出上 している。外面に三角形を基調

にした文様が線刻されている。土師器には外面に赤色顔料を塗布 した高杯36、 37、 33がある。

SD01下 層 水 路

ABCD-1・ 2区で検出した。上層水路の下面にあった水路で、延長約12m、 幅 5m前後、深さ

約 lmでぁる。非常にしっかりした作りの水路で、上層水路同様、水田に給水するための水路と考

図 8 sD01下 層水路実測図
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えられる。上層水路は、この下層水路が洪水により埋没 した後、

堆積 した砂礫を部分的に掘 り起こし、再使用 したものであろう。

この水路中からも、古墳時代後期を中心とした須恵器、土師器

47～ 84が 出上 している。須恵器には蓋杯、重、土師器には甕、高

杯、カマ ド、コンキなどがある。重78は外面と口縁内面に赤色顔

料を塗布 している。                    図12

―≦

図1l SD01出 上遺物実測図 (3)

O          SC血

―
SD01出 土遺物実測図 (4)
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SD02

調査区西辺に沿ってFGII-1～ 5区で検出 した水路で、やはり砂礫によって埋没 している。調

査区内での延長は約18mで ある。ゆるやかなカーブをもって掘 られている。幅は4.5～6.5m、 深さ

は0.4-0.6mと 比較的浅い。遺跡の立地する扇状地奥から流れ出す水をこの盆地を貫流する現在の

講武川に排水する目的で掘 られたものだろう。

この水路下層にあったSD03が埋没 した後、この水路が掘肖J。 供用されたものと考えられるが、

比較的短時間の後に再び大規模な洪水に見舞われ、調査区全面に砂礫が覆 うような事態になったも

のと考えられる。溝内には一抱え以上もある石が流れ込んでおり、この洪水のすさまじさを目のあ

たりにした。後述するSD03ほ どには規格的に掘削された様子はなく、あたかも埋没 したSD03の上

面を自然の流路として水が流れていたかの感がある。

この水路を埋めた砂礫層中からは、古墳時代前半期を最新にした遺物が出上しており、これをもっ

てこの水路埋没の時期と考えた。

遺物には草田3期から7期以降までのものがある。98は漆を保存 していたと考えられるJヽ重で、

内面に黒褐色の漆が厚 く残っている。当時は木の葉で蓋がしてあったと考えられ、葉脈が漆膜に残っ

ている。肩部に施される列点の文様から弥生時代後期の製品と考えられる。短 く直立する日縁部を

もち、低い脚が付 くものである。体部外面を丁寧に磨いている。鼓形器台106は その胎土、調整か

らSD03出上の甕161と セットになる可能性がある。108～ 1121ま 単純 口縁の奄で、体部外面にタタキ

メを残す。近畿庄内式の範疇に含まれるものであろう。これらは在地の土器とは胎土が異なり、搬

入品と考えられる。113、 114は こうした奏の底部と考えられる。115は単純口縁のいわゆる布留奄

で、小形丸底壷117、 118も おおよそ同時期のものだろう。119、 120、 122はやはり近畿地方系譜の

小形器台ないし小形高杯である。119は比較的古式の形態をもっている。高杯121は当地方では類例

の知 られない器形で、体部からの立ち上がり基部にヘラ描きの沈線を巡 らせている。123は初期須

恵器で、甕の口縁部である。口縁部下にやや雑な波状の文様を描 く。 この遺物がこの水路出土資料

の最新の時期を示 している。

この藩内出土遺物には、弥生時代後期の遺物がかなり含まれるが、これはこの水路に隣接 してそ

の時代のH-2・ 3区土器溜 りがあるためと考えられる。近畿地方庄内式の上器も、同様に隣接す

るH-5区土器溜 りの遺物が混入 したためと考えられる。また、この水路を中心に吉備地方から搬

入された土器が見つかっている。
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図 13 SD02実 測図
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-17-  図 14 SD02出 土遺物実測図 (1)
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図 15 SD02出 土遺物実測図 (2)

SD03

SD02の下層にあった水路で、GH-1～ 5区で検出した。延長17mを調査 した。幅4～ 5m、 深

さ約 lmの非常にしっかりとしたもので、一直線に延びることから、計画的に掘 られたものと考え

られる。N-40° ―Wの方向に向かう。下流に向かうにつれ水路は大 くなっていく。南東から北西

に向い、扇状地のほぼ中央を貫いて掘 られており、SD02同様、扇状地奥からの水を排水するため

のものであろう。

粘質土とはいえ比較的堅固な基盤層を掘 り抜いてこのような水路を掘ることは、大変な土木工事

であったと考えられる。現在の講武川が当時も付近を流れており、水路がそこまで延びていたとす

るならば、その延長は約300m近 くになることになる。

水路を埋めた砂礫内からは、古墳時代前期草田7期の遺物を最新資料とする資料が出上 しており、

この水路はこれら遺物が示す時代に埋没 したものと考えられ、SD02と の時期差はさほどのものと

は考えられない。

この濤内出土遺物にもSD02同様、弥生時代後期の遺物がかなり多く含まれるが、これはこの水

路に隣接 してその時代のH-2・ 3区土器溜 りがあるためと考えられる。また、近畿地方庄内式の

土器156も 、同様に隣接するH-5区土器溜 りの遺物が混入 したためと考えられる。

この水路からは、近畿庄内式に系譜をもち、口縁端部と肩部に円形浮文を配 し、口縁内面と肩部

-18-



に鋸歯状の文様で飾ったパレスス

タイルの壼168、 大 きく開 く低い

脚部を もつ高杯132、 小形器台

181、 近畿布留式に系譜のある単

純口縁奏157～ 159な ども出土 して

おり、注目される。また、スタン

プによって装飾をこらした重190

は、墳墓に供えられたものと考え

られ、埴輪片191、 192も 出土 して

いることから、水路上流部に古墳

が存在する可能性がある。埴輪片

はかなり大きな径が推定されるも

のである。

山陰系の上器群は、草田1～ 7

期のもので、奏では口縁部を上方

に繰 り上げ、その外面に数条の凹

線や沈線を施 したもの124～126か

ら、高 く伸ばした口縁外面に貝殻

腹縁によると考えられるクシ状エ

具で平行線を施すもの127～132、

日縁部外面の平行線を欠 くもの

133、 134、 144-154、 161が ある。

重は甕ほどの量はないが、日縁部

外面に数条の凹線を施 した もの

135、 136、 口縁部外面の平行線を

欠 く163、 166、 167が ある。鼓形

器台には、上台、下台に平行線文

を施 し、かなり長い筒部をもつと

考えられる139～ 141、 上台下台間

がかなり縮約 し、外面の文様を欠

く142、 筒部が痕跡化し、内面が稜

/

図 16 SD03実 測図
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1

図 17 SD03出 土遺物実測図 (1)   1    144
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図19 SD03出土遺物実測図 (3)

線状になる186、 187が ある。高杯175は ゆるやかに立ち上がるやや小ぶりな杯部、176は底部からわ

ずかながらも屈曲を経て立ち上がる杯部をもつ。177は脚部である。この他に高杯1781よ中実の、

179、 183は杯底部まで貫通する穿孔のあるもの、180は大形品の脚部である。その他に甑形土器と

考えられる188、 低脚杯184、 185、 全形は不明だが、甑形土器かと考えられる189が ある。

吉 備 系 遺 物

SD02付近を中心に、吉備地方から搬入されたと考えられる遺物が出土 している。193は豆の口縁

部で、短 く立ち上がる口縁部の外面にヘラによる平行沈線を7条施 し、頸部にも同様の沈線がある。

外面および口縁内面に赤色顔料を塗布する。1941よ 193同様の豆の顕部である。縦方向のハケメを施

Щ
‐７９

υ∪∪ ∪ ∪ ∪ Ψ

-22-



した後、ヘラによる平行沈線を描 く。顔料の塗布はない。195も 193同様の壷と考えられるが、頸部

の沈線を欠 く。外面および口縁内面に顔料を塗布する。196イまかなり大形の壷で、肩部200と 同一個

体の可能性がある。外面に顔料を塗布する。1971よ大形の三で、ゆるやかに開 く口縁端部を下方に

折 り曲げ、その端面に4条の平行沈線を施す。顕部外面には縦、内面には横の粗いハケメを施す。

顔料の塗布はない。198は直立に近い口縁部をもつ複合甲縁重と考えられ、内外面に顔料を塗布す

る。199は大きく開く重口縁、200は大形の重肩部である。

以上の遺物のうち、暗褐色から褐色の色調を呈 し、金色の雲母や黒色の角閃石粒を含むという吉

備系遺物の胎上をもつのは、193、 196、 197、 199、 200で、194、 195、 198は在地の上器と似た胎土

である。

これら遺物のうち、197が H-2・ 3土器溜りから出土しており、この上器潤 りとの関係 も考えら

れるが、これも含め他の遺物はいずれもSD02付近から出土 しており、水路上流部にこうした遺物

を供献 した墳墓が存在するものと考えられる。

―
―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

ほ|

図 20 吉備系土器実測図
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土 器 溜 り

調査区各地点から遺物包含層である黒褐色土内を中心に上器溜 りが検出された。遺物は、調査区

内に設けた4m区画の方眼を単位として検出し、さらにその中のグループごとに技番号を付けて取

上げた。

土器溜 りの遺物は、それぞれ下層で検出した木棺墓の上面に供えられたものと考えられるが、土

器溜 りと木棺墓の関係が明らかにできたものは少ない。よって、木棺墓との関係が明らかになった

遺物群については木棺墓の説明の中で扱い、それ以外のものについては、土器溜りの資料として、

その群 ごとに説明する。包含層の黒褐色上の上面には、SD02、 03を埋没させた洪水の際の礫を含

む灰褐色上が覆っており、この際若干遺物に移動があった可能性が考えられた。

SX01・ 03

CD-2・ 3区で検出した。 ここでは基盤層が比較的に高かった。二段掘 りの墓羨をもつSX01と

素掘 りの墓羨のSX03が 切 りあって存在する。切 り合い関係から、SX01が まず作られ、その後に

SX03が掘 られたことがわかっている。

SX01は二段掘 り外側の墓羨が復元長3.5m、 幅1.8m、 内側の墓羨は、長さ2.8m、 幅1.lmで、

検出面からの墓羨の深さは1.lmである。墓羨は羨底の傾きから北束を頭位とする。主軸はE-4°

一Nである。墓羨底南西端には、濤状の落ちこみがあり、羨内に組まれた木棺小口板の痕跡と考え

られる。また、外側の墓羨北東端に円形の上坑があり、この中には石組みがあった。石組みはこの

上坑中に立てられた柱のようなものを支えるようにも見えたが確証はない。

SX03の墓羨は、長さ2.8m、 幅1.Omで、検出面からの墓羨の深さは1,Omである。墓壊は羨底の

傾きから北西を頭位とする。主軸はW-37° 一Nである。北西端に一段低い落ちこみがあり、南東

端には、濤状の落ちこみがある。南東端のものは、この墓羨内に組まれた木棺の板の痕跡と考えら

れる。

SX03の上面には土器溜 りがあり、弥生時代後期草田5～ 6期の遺物を中心とするが、一部に古

墳時代初頭の草田7期の遺物201、 204～206を 混えており、これら遺物は後世の混入の可能性があ

る。この上器溜 りの中には、かなりの量の戊が認められ、また、出土土器にも不自然な赤色を呈す

るものが多いことから、墓壊上面に供えた後、あるいは、墓羨上面での飲食を行った後、火を燃や

して土器を破砕 した可能性がある。

甕202、 2031ま複合口縁部の稜はさほどの突出を見せず、口縁端部も丸 く納めるなど、端部調整は

行わない。肩部に間隔の狭い波状文、列点文をもつ。同様の特徴をもつ
=2071よ

、口縁が内傾する

もので、外面に赤色顔料を塗布 している可能性がある。高杯208、 209は ゆるやかに広がる比較的大
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きな杯部をもつもので、脚部210～213は 円筒状の長い筒部からゆるやかに開く。脚裾に多 くの穿孔

をもつ異形の214も ある。低脚杯215、 216は 口径の大きな浅い杯部をもつ。216には脚部を接合した

際のヘラ状工具による刺突痕が残っている。鼓形器台は筒部が縮約 したもので、厚手の218、 219、

端部に平坦面を作 り、大形の220、 平坦面は作るがやや小形の217が ある。

StX 0 4

EF-2区で検出した。SX04の墓羨は、長さ3.2m、 幅0,9mで、検出面からの深さは0.8mであ

る。墓羨はその幅の広がりから東を頭位とすると考えられる。主軸はE―望
°
一Nである。西端に

一段のステップがある。

墓羨底面には木が残されている。この木は、長さ1.7m、 太さ約 5 cIBの九大で、羨底のほぼ中央

に主軸に沿 うように置かれている。また、この木の東側にも、主軸と直交するように長さ0.5mの

同様の丸大が置かれている。これらの木の使途は不明というほかない。

また、土層図に見るように、墓羨上面から羨底の木に届 くまでピットが掘 り込まれている。この

ビット内には粘質の黒褐色土が充満 しており、SX01北東端の上坑同様、柱のようなものが立てら

れていた可能性がある。

この墓羨に明らかに伴 う遺物はない。

1.緑灰色混礫粘土

2.淡緑灰色粘土

3.暗緑灰色粘土

4.茶褐色粘土

5,暗灰色粘土

6.黒褐色粘質土

図 25 SX04実 測図
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SX05

E-3区 で検出した。墓羨は長 さ2.5m、 幅0.8mで、検出面からの深さは0,6mである。羨底の

傾きから西を頭位とすると考えられる。主軸はW-6° 一Sである。

羨横断セクションでは羨内両側に棺の板の痕跡が上層で確認でき、墓羨底には、棺の板の痕跡が

残っている。棺北辺の棺痕跡は底にはないが、横断セクションの上層で観察できた。これによれば、

羨内に組まれた棺は、遺体頭位の方向に若干の余地を残 した副室をもっていたものと考えられる。

また、棺東端では、小口板の痕跡は斜めになっている。これから復元できる棺の内法は、長さ1.4

～1.6m、 幅0。 5mである。墓羨内両端近 くには、床面から浮いた状態で若干の石がある。棺東端上

部にある石は、小口板を支えていたものと考えられる。また、羨底西側では、棺長手板と小日板の

痕跡が十文字になっており、それぞれの板に切 り込みをいれて羨内で組み合わされるものであった。

墓羨北西に接 して、辺0.5mの隅丸方形のピットがある。深さは約0。 4mである。墓羨内と同様の

上がつまっており、羨外に設けられた副室と考えられる。

この墓羨に明らかに伴 う遺物はなかった。

1.黒色粘質土

2.青色色粘質土

3.暗茶褐色粘土 (炭を含む)

4.淡灰色粘質土

5.灰褐色粘質土

61 暗褐色粘質土

灰色粘土

褐色粘土

図 26 SX05実 測図
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sX06

D-3・ 4区で検出した。墓羨上面に土器溜 りがあり、これが墓羨に伴 うものと考えた。この上

器溜 りと墓羨検出面とは約0。 3mの高低差があるので、土器溜 り検出面から墓羨が掘 り込まれてい

るとすれば、二段掘 りの墓羨であった可能性がある。

検出した墓羨は、長さ2.7m、 幅1.lmで、検出面からの墓羨の深さは0。 7mである。墓羨は羨底

の傾きおよび幅の広がりから北西を頭位とすると考えられ、主軸はW-33° 一Nである。

墓羨底北西には、濤状の落ちこみがあり、羨内に組まれた木棺の板の痕跡と考えられる。木棺の

小口板および長手板の痕跡であろう。南東部では検出できなかった。羨底に1個の石が落ちこんで

いる。

また、北西端部と南東寄 りには底まで届 くピットがあり、SX01、 04同様、柱のようなものが立

てられていた可能性がある。

墓羨上面の上器溜 りは、大きくは3グループに別れる。このうち2点ある鼓形器合は、本平の状

態を保っており、ほかの上器 もほぼ原位置にあるものと考えられた。ただ、墓羨北西端部にあった

器台 (235)は、他の上器片よりも低い位置で出上 しており、その位置は墓羨内にあった柱穴状の

ピットの場所と一致 しており、ピットに立てられた柱のようなものが腐った後、その穴へ転落 した

ような状況であり、注目された。

出土遺物は、草田6期のもので、養、高杯、小形丸底鉢、鼓形器台がある。

奏221～228は、口縁端部を外方に折 り曲げるもので、肩部に間隔の広い列点文ないし、波頂間の

広い波形文を施すものが多い。体部下半を細かいハケ原体で仕上げた後、体部最大径以上に粗い横

ハケを施 して仕上げている。229は短 く内傾 して立ち上がる口縁部をもち、ごくかすかな平底をと

どめる。出雲地方では見かけない器形である。230はやや大形の甕で、高 く立ち上がる口縁部は、

端部をなでて平坦面を作っている。平底をもつ。高杯231は 、小ぶりだがやや深い杯部に、屈曲し

て開く脚部が付 くもので、外面及び杯部内面には赤色顔料を塗布 している。胎土に含まれる砂粒は

在地のものと異なり、搬入されたものの可能性がある。2321ま小形丸底鉢で、さほどの屈曲のない

短い口縁部に、やや深めの体部が接続 している。高杯233は杯底部からゆるやかなカープを経て立

ち上がる口縁部をもつもの。底面に脚接合時の深い刺突痕がある。鼓形器台234、 235は上台、下台

間がかなり縮約したものである。

このうち高杯231、 小形丸底鉢232は、近畿庄内式のものと考えられる器種である。

SX07

C-3・ 4区で検出した。 墓羨は、長さ2.8m、 幅0.8mで 、検出面からの深さは0.6～0.7mであ

-32-
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図 27 SX06実 測図
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図23 SX06出 土遺物実測図 (1)



235
0              10 CШ

図29 SX06出 土遺物実測図 (2)

る。墓羨は羨底の傾きから北西を頭位とし、主軸は

W―鵠
°
一Nである。

隣接するSX06と頭位方向が一致 しており、ほぼ

同時期に作 られたものであることが想定できる。ま

た、墓羨北西は、SD05に よって切 られてお り、こ

の濤が掘 られるときにはすでにSX07は 存在 してい

たこともわかっている。

墓羨底の両端はそれぞれ一段深 くなっており、両

端に冨J室が設けられていたものと考えられる。その

ため、本来の遺体を埋葬する部分は0。 9mと短い。

小児を埋葬 したものか。

羨内上部には2個の石が落ちこんだ状態で検出さ

れており、標石の可能性がある。

この墓羨に明らかに伴う遺物はない。
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６

　
７

黒褐色粘質土

暗青灰色粘質土

黒灰色粘質土

緑色粘質上を含む

暗灰色粘質土

緑灰色粘質土

暗黒灰色粘質土

暗灰色粘質土

図 30 SX07実 測図
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SX08

E-3・ 4区で検出した。墓羨は長さ2.7m、 幅0.6mで、検出面からの墓羨の深さは0.5～0,6m

である。墓羨は羨底の傾きから東を頭位とすると考えられる。主軸はE-14° 一Nである。

墓羨西端に平面円形のピットが付属 しており、墓羨底よりも若千低 くなっている。墓羨に伴 う副

室と考えられる。墓羨底東側には、濤が残 り、羨内に組まれた木棺の痕跡であろう。墓羨横断セク

ションでも両壁に沿って立ち上がる土層があり、これも棺の痕跡を示すものと考えられる。

1.青灰褐色粘質土
2.淡灰褐色粘質土
3.灰色粘質土
4.灰褐色砂質粘土
5。 灰褐色粘質土
6.灰茶褐色粘質土

図 31 SX08実 測図

褐色粘質土
黒色粘質土

淡灰色粘質土

淡黒色砂質粘土

0             10 Cm
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墓壊西端のビットから

は、草田3期の遺物が出

土 しており、この墳墓群

では比較的古い時期のも

のと考えられる。

遺物には甕、器台、鼓

形器台がある。甕236は

複合口縁のものであるが、

外面に貝殻腹縁 2単位の

2m

７

．
８

．

９

．
０

．

図32 SX08出 土遺物実測図



平行線文を施 し、日縁内面にはヘラミガキが認められる。器台237は大形のもので、鼓形ではない

器台であろう。238は大形の鼓形器台で、上台外面には平行線などの装飾をもたない。伴 う遺物が

なく、時期不明のSX05も 、このSX08と想定 される頭位方向は全 く逆であるが、向きをそろえて作

られており、同一時期が考えられる。

SXo9

調査区北西隅H'-4・ 5区で検出した。その上面にはH-5区上器溜 りがあったが、その上器と

墓羨内から出上 した土器には時期差があり、特にその上器溜 りとの関連はないものと考えた。

ちょうど調査区西辺に沿って検出されたため、全容はうかがうことができなかった。墓羨は調査

区内では約 6mを測 り、さらに調査区外に伸びている。中央付近で横断面を確認 しており、ここで

の幅は1.Omである。底はゆるやかなカープを描 く平 らな底となっているが、若千の凹凸がある。

検出面からの墓羨の深さは0,5mである。墓羨は羨底の傾きから南東を頭位とすると考えられる。

主軸はS-45° 一Eである。

これによれば長い木棺が納められていたものと考えられる。横断面を確認 した墓羨中ほどの地点

では、墓羨側壁に沿って杭が1本打ち込まれており、羨中に組まれた木棺を固定 していたものの可

能性があるが、棺材の痕跡などは検出できなかった。

墓羨のほかに周辺では数多くのビットを検出している。この墓羨に伴うものもある可能性がある。

また、墓羨によって切られているものもあり、さらにはかの遺構も重複 している。

墓壊内から土器が出土 している。239は、径34clnに も復元できる大形の鼓形器台で、上台部下端

に貝殻腹縁による密接 した2段の

列点文がある。内面にはヘラミガ

キがあるようだ。240も やはり大

形の高杯で、精良な粘上を使用 し

ている。脚部に3方向の円形の穿

孔がある。杯底面には放射状のヘ

ラミガキ、脚外面にも丁寧なヘラ

ミガキが残る。

これら遺物は、革田4期のもの

で、この遺物をともなうSX09は、

この墳墓群では比較的古い時期の

ものである。

240        
。              1。 cm

図33 SX09出 土遺物実測図
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B

1.青灰色粘質土

2.明青灰色粘質土

3.灰褐色粘質土

4.淡灰褐色粘質土

5.淡緑灰色粘質土

6.淡黒灰色粘質土

7.淡黒灰褐色粘質土

8.淡灰色砂質粘土

9.灰色粘質土

10 黒灰褐色粘質土

■.暗灰褐色粘質土

12.緑灰褐色粘質土
３

　
４

　
５

明褐色粘質土

灰褐色砂質粘土

暗灰色粘質土

図 34 SX00実 測図
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SX10

調査区北東部のA-5区 で検出した。黄褐色砂礫土に掘 り込まれた土坑に重が1個体分、正立す

るように埋められており、壷棺と考えられる。上坑は上面のさしわたし0。 45m、 深さ0。25mを測る。

坑内には石があり、こうした石で壺を固定 して

いたものだろう。重は上部からの上圧によって

つぶれた状態で出上 している。

この重棺は、他の遺構より高いレベルから出

上 しており、重棺埋納坑の底が他の遺構を検出

した面に相当する。上器溜 りがかなり上面で検

出されていることもあわせ考えると、遺構検出

面は、本来の遺構が掘 り込まれた面より、かな

り下である可能性を示 した。

この重棺241は 直立に近い比較的高い口縁部、

やや縦長の球形の体部をもったもので、口径18

cal、 器高37cal、 体部最大tCL32allで ある。日縁部

図 35 SXlo出 土状況断面図 (1/20)

は端部に狭い平坦面を作 り、外面

にはナデによる軽いアクセントが

ある。体部外面には細かいハケメ

が施され、内面はヘラケズリされ

ている。この上器の胎上には摩耗

した円礫を含み、在地のものとは

異なる。搬入されたもののようで

ある。

重棺によく見られる底部穿孔な

どはみられない。

この遺物は、体部の球形化など

の特徴から、草田7期に含まれる

ものと考えておきたい。

0            10 clll

図 86 SX10出 土遺物実測図
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青灰色粘質土

茶灰褐色粘質土

青灰褐色粘質土

褐色砂礫土

黄褐色砂礫土

青灰色砂礫粘質土
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SB01

FG-3・ 4区で検出した。桁行 3間、梁間 1間の掘立柱建物である。主軸をN-37° 一Wの北西

にとる。規模は桁行5,8m、 梁間3.2mで、桁行の柱穴の間隔は1.8～2.Om、 梁間の柱穴の間隔は

3.2mである。柱穴の検出面からの深さは0。 5～0,7mである。

柱穴内にはいずれも黒褐色の粘質上、灰色粘質上がつまっており、これらには炭がおびただしく

含まれていた。柱の痕跡や、抜取 り痕などは確認できなかった。柱穴掘 り方の平面形は不整な円形

である。

この柱穴からは土器が出上 しており、西列の南から2番 目の柱穴から奏242、 東側の北から1番

目の柱穴から低脚杯熟 、2番 目の柱穴から鼓形器台243が出上 している。これらは草田4期の遺物

で、この建物上層で見つかっているF-3区土器溜 り出土遺物 (草田7期)よ り古 く、上器溜 りに

先行 してこのような掘立柱建物が建てられていたと考えられる。

複合口縁の養242は、薄 く引き出したような口縁部をもち、端部は丸 くおさめる。複合口縁部の

稜の突出度は低い。内外面を強いヨコナデで仕上げる。鼓形器台2431よ、比較的長い筒部をもち、

残存する脚台部も比較的高 く、カーブして開 く。外面の加飾はない。低脚42441ま しっかりとふん

ばる脚部、深い杯部をもつ、やや厚手の小ぶりなものである。内外面を丁寧に磨いている。

SB02

調査区東寄 りのBC-5区で検出した。

検出面からの遺構の深さは15911で ある。

0             10 CIm

図 37 SB01出 土遺物実測図

竪穴住居で、3.OX3.5mの隅丸方形のプランを呈する。

この周辺一帯は成がかなりの濃度で散布 しており、遺構発

見の手立てとなった。住居址四隅はほぼ東西南】ヒを向 く。

現状保存の方向を模索 しはじめた調査の最終段階で検出し

ており、柱穴などと考えられるピットは完掘 していない。

床面のほぼ中央部に焼上があり、炉と考えられる。セク

ションで観察すると焼上の分布範囲より狭い、さしわたし

約60clnの ピットがあり、この炉は床面を掘 りくばめるもの

であったと考えられる。北および西の隅で柱穴と考えられ

るピットを確認 している。その他にもピットがある。

また、壁沿いには部分的ではあるが幅15clll、 深さ15cllの

濤が検出されている。これは壁体となる板材を受けるため

の濤と考えられる。

この住居址の床面でSD05の 続きを検出 した。つまり、
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緑色細砂

黒褐色粘質土

暗灰色粘質土

灰色粘質土 (基盤層プロック,炭を含む)

図38 SB01実測図 (1/50)

このSB021よ、SD05を切って作られた遺構と言える。

この住居址覆土中から検出した上器は、草田7期のもので、養245は比較的厚い口縁部をもち、

端部はなでて、狭いながらも平坦面としている。高杯杯部246は やや厚手のもので、杯部底からゆ

るやかに立ち上がっている。壼口縁2471よ 、端部近 くに複合口縁状の稜をもつ小形品である。

１

　

２

　

３

　

４

9             ♀m
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SK13～ 17

DE-4区で検出した。鍵の手に曲がる浅い濤内にピットが掘 り込まれている。最も東のSK13は

平面円形のプランで径85cIIl、 検出面からの深さ45calを 測る。SK14は長径65clllの 平面精円形、検出

面からの深さは30cal、 SK15は径60clll、 検出面からの深さは20cElで ある。SK161ま長a60txBの 情円形、

検出面からの深さは25clll、 SK17は長さlm、 幅25cnlの長い土坑で、検出面からの深さは20cdlで あ

るが、さらに部分的に深いピットがある。遺構の性格など明らかにできなかった。

これらの遺構に明らかに伴 う遺物はない。

す

―

五十
黒灰色粘質土
褐色焼土
暗青灰色粘質土
青灰褐色粘質土
青灰色粘質土
淡黒灰色砂質粘質土
淡黒灰色砂礫粘質土
淡黒色粘質土
炭

図 39 SB02実 測図
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SD05

C-4・ 5、 D-4区 で検出した。鍵の手に曲がる浅い濤

で、延長は約 7mである。濤南西端は広がって浅い土坑状に

なる。この上坑部分は長辺1.2m、 短辺1,Om、 検出面からの

深さは25clBで ある。濤部分は幅60～20911、 深さ10calで ある。

遺構内には黒色粘質上、淡黒色粘質上が堆積 している。

遺構の性格などは明らかにできなかったが、この濤の土坑

部分はSX07を切っており、濤部分はSB02に よって切 られる

という関係にある。また、この濤内から出上 した土器は、草

田6期のもので、CD-4区土器溜 り資料と多 くが接合 し、

両者は密接な関係があるものと考えられる。

9______μ lll

図 40 SB02出 土遺物実測図

CD-4区 土 器 溜 り (図43～47)

調査区中ほどで検出した土器溜 りで、近畿系の遺物を含むなど、注目される土器溜 りである。

この上器溜 り出上の資料には、在地の甕、重、高杯、鼓形器台のほかに、
・
搬入されたと考えられ

る近畿系の養、重および瓦質上器がある。草田6期の標識となる遺物群である。

甕口縁部248～2701よ、比較的高 く、やや厚手の口縁をもち、その端部にはあまり端部調整を行わ

ず、端部をわずかに外方へ折 り曲げる手法がみられる。複合口縁部の稜は、比較的外方へ突出する。

肩部には文様をもたないものが多 く、文様があるものは、大きく間の開く列点文ないし波頂の広い

波状文を施す。全形のわかる奏271では、比較的高い口縁部は端部をかすかに折 り曲げ、底部には

かすかな平底をとどめる。肩部から体部2/3付近まで横方向の粗いハケメを施す。272はやや厚手の

口縁部をもつもので、複合口縁部の稜はさほどの突出はみせない。底部にはやはりかすかな平底を

とどめる。肩部には粗いわずかな波打ちのある平行線文がある。271と 類似する273～275、 277～

280はほぼ同様の口縁部をもち、273では肩部に幅の広い特徴的な粗いハケメ、275は肩部に雑な綾

杉状の刺突文をもっている。大形の奏276は 直立に近い口縁部をもち、その端部には平坦面を作っ

ている。肩部にはハケ原体と考えられる薄い板による刺突文がめぐる。重286、 289は高 くあまり開

かない口縁部をもち、日縁端部ではさほどの調整は行わない。287は 高 く、かなり開く口縁をもち、

その端部は外方に折 り曲げている。

高杯290は大きく開 く浅い杯部をもち、その端部はかすかに外に折 り曲げている。291は 底部に脚

接合時の刺突痕をとどめるものである。脚部292、 293は長い筒部から開 く裾部をもっている。鼓形

器台297～305は上台、下台間が縮約したもので、筒部は痕跡化 し、内面が稜に近づいたものである。
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2m

FE

1.黒色粘質土

2.緑色粘質土 (基盤層ブロックを含む)

3.淡黒色粘質土

4.褐色がかった緑色粘質土

5.緑色粘質土

6.黒色粘質土 (礫を多く含む)

7.茶灰褐色土

8.灰色粘質土

K13～ 17実 測図

2

図 41 S

300の下台内面には2本線のヘラ記号がある。

単純口縁の奏281～2831よ外面にタタキメをとどめるもので、在地の上器と異なる胎土、焼上がり

を呈 しており、近畿地方からの投入品と考えられる。281は体部外面に水平のタタキ、体部内面は

ヘラケズリの後なでている。282は体部外面と口縁の一部に右上がりのタタキ、体部内面はヘラケ

ズリを施す。283は ごく薄いつ くりのもので、口縁外面にはヨコナデ、内面にはヨコハケ、体部外

面には右上がりの細かいタタキののちハケでなでている。体部内面にはヘラケズリの痕跡をとどめ
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図 42 SD05実 測図

1.黒色粘質土

2, 淡黒色粘質土
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る。これのみ暗褐色を呈 し、河内産の庄内奏と考えられる。285はやはり単純 口縁の奄で、外面は

丁寧になでられているが、多面体状に平坦面が連続 しており、おそらくタタキによって成形された

ものと考えられる。底部にはかすかな平底をとどめる。

瓦質土器284は、半球形を呈する体部の対向する位置に1対の把手を付けたものである。把手は

平面長方形で、中央に径0。 9cIBの九い穿孔がある。外面には辺 2～ 3 mlBの格子状の細かいタタキメ

がのこり、内面にはこれに対応する当て具の痕跡が凹面になって残っている。把手上下の体部外面

にはヘラ描きの沈線がめぐっている。把手は体部に穿孔 した穴に挿入 して接合される。外面は灰色
k5J

を呈 し、軟質である。この上器は、朝鮮半島製のものである可能性が高い。

単純口縁の壺238は、やや高 く外反する口縁をもつ。扁平な体部はタタキで成形 されるが、その

後丁寧に磨かれ、光沢をもっている。底部付近の外面はヘラケズリとハケメが残 り、底部はかすか

な平底である。頸部から肩部にかけての内面は日縁接合時の指頭圧痕をとどめ、以下は途中で向き

をかえるハケメとなり、分割成形を示す。この他に直口重294、 小形丸底鉢295、 鉢296がある。

306は ヤスと考えられる鉄製品で、土器溜 り中から出上 した。逆刺のある先端部が2本、柄に取

り付ける四角柱の茎部が 1本組み合って、ヤスを構成 していたものと考えられる。 しかし、これら

は折損 しており、直接の接点はない。先端部は2本とも断面多角柱状を呈する。この部分の長さは

それぞれ■.5911、 10=5cal、 茎部は残存長15,7cal、 太さは0,9～0.5cllである。

DE-3区 土 器 溜 り (図48、 49)

調査区中ほどで検出した上器溜 りで、養、高杯、低脚杯、器台、鼓形器台からなる。草田6期の

遺物である。

複合口縁の奏3071よ、比較的高い口縁部をもち、その端部は丸 くおさめ、かすかに内側に折 り曲

げる。体部は倒卵形を呈 し、底部は尖 り底となっている。肩部は強いヨコなでによりくぼむ。複合

口縁の奄308～312、 314～317、 319～322も比較的高い口縁をもつもので、その端部は外方へ折 り曲

げている。肩部には太い横方向のハケメを留め、間の広い列点文、波頂間の広い波状文をもってい

る。313は単純口縁の甕で、口縁部は大きく外反する。近畿庄内式の器形であるが、胎土は在地の

ものと区別できない。318は複合口縁の甕であるが、内傾する低い口縁部をもつものである。

高杯323は厚手の杯部で、内外面とも磨いている。低脚杯の可能性もある。324は小形のやや深い

杯部に中実の脚部が接合するものである。高杯325は ゆるやかなカープをもって立ち上がるやや深

い杯部をもち、中実の脚部が接合する。外面および杯部内面には赤色顔料が塗布されている。326

は大きく開く低い脚部で、4方向の円形の透 し穴がある。小がりなやや深い杯部が付 くものと考え

られる。327は 山陰地方通有の円筒形の脚部で、ゆるやかに開く。低脚杯328はやや深い杯部をもつ。
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図46 CD-4区 出土遺物実測図 (4)
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図 47 CD-4区 出土遺物実測図 (5)
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329は小形器台と考えられ、中空の脚部に上台、下台が付 く。上台口縁直下には1条の突帯状のア

クセントがある。脚裾部には4方向の円形の穿孔がある。外面および上台内面には赤色顔料が塗布

される。330は脚部からの貫通穴はないものの、329と 同様な器形のものと考えられる。

331～333は鼓形器台で、上台、下台間が縮約 したものである。

F-3区 土 器 溜 り (図50～54)

調査区西よりで検出した土器溜 りで、奏、重、小形丸底壺、小形丸底鉢、高杯、低脚杯、鼓形器

台などからなる。革田7期の標識となる遺物群である。

複合口縁の養3341よ、全体に厚手のもので、口縁部は調整を十分行わず、端部は波うっている。

体部はわずかに縦長ながらもほぼ球形となる。肩部に波頂間の広い波状文をもつ。外面は細いハケ

で縦になでた後、太いハケメを横に施 して仕上げる。このヨコハケは胴部最大径以下まで及ぶ。内

面はヘラケズリを行い、底部付近には指頭圧痕をとどめる。体部側面には焼成後の縦に細長い穿孔

がある。335は比較的高い口縁部をもち、その端部は外方に折 り曲げ、上面に平坦面をつくる。体

部はほぼ球形で、肩部に太いハケ原体を不J用 した2段の平行線が施されている。336は肩部に太い

工具による波頂間の広い波状文をもつ。体部のヨコハケは胴部最大径以下まで及ぶ。底部穿孔が行

われたものか、底部の破片を久 く。339も 比較的高い口縁部を外方に折 り曲げ、その上面に平坦面

をつくったもので、肩部にはハケ原体による列点を施す。340も 口縁端部に平坦面をつくるもので、

肩部にハケ原体による列点を施す。346～349、 353、 354も 同様の甕で、349は比較的波頂間のつまっ

た波状文が、354はゆるやかな波形がそれぞれ肩部に施される。354は平底の底部をもつ390の よう

な器形と考えられる。341は単純口縁の奏で、直線的に開 く日縁部はその端部を内側に肥厚させ、

上面に平坦面をつくる近畿布留式の日縁をもつ。底部を欠 くが、尖 り気味のものになると考えられ

る。342～ 345は 複合口縁のやや小形の甕で、3421よ球形の体部をもち、肩部にクシ状工具による大

い平行沈線を施 している。343に は肩部に1周はしない列点文がある。350は低い脚をもつ小形の複

合口縁甕で、ヘラケズリにより薄 くなった底部にはヒビが入っている。体部外面は横方向のヘラミ

ガキを丁寧に施す。口縁内面に鋭利な工具による4本のヘラ記号がある。351は単純口縁の小形の

甕で、尖 り気味の底部をもつ。体部外面はヘラで磨き、内面は、口縁、体部ともにヘラケズリする。

352は小形の複合口縁甕で、口縁外面は縦方向のヘラミガキ、体部外面はハケで仕上げる。3551ま内

傾する短い複合口縁甕で、球形の体部をもつものと考えられる。

複合口縁壷356は 口縁端部をなでて凹面をつ くる。やや細長い球形の体部をもつ。肩部に波頂間

の開いた波状文が施される。357はやはり複合口縁の重だが、口縁は頸部から大きく開き、端部は

外方に折 り曲げる。頸部下に突帯が貼付られ、球形の体部をもつ。358も やはり複合口縁の重だが、
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図48 DE-3区 出土遺物実測図 (1)
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図49 DE-3区出土遺物実測図 (2)

頸部から回縁部にかけては厚手で、体部はヘラケズリによりごく薄 く仕上げられる。日縁端部に平

坦面をつくる。底部は不安定だが平底となり、穿孔されたものか破片を欠 く。359は 単純口縁の童

で、直線的に高 く立ち上がる口縁は端部で平坦面をつくる。頸部下に突帯が貼付られている。360

は複合口縁の直口重で、外面には縦方向のヘラミガキがある。361は単純口縁の壷で、口縁部は大

きく外反 し、端部は上方に引き上げる。体部外面はヘラミガキで仕上げられ、その下にタタキの痕

跡をとどめる。362～364は小形丸底三で、扁平な体部から直線的に立ち上がる口縁部をもつ。362

には脚が接合するものと考えられる。3641よ 球形の体部にやや短い口縁が接合する。365は短い口縁

の直口壷で、肩部に波状文を施す。直口壷366は 、直線的に大きく開く高い口縁をもち、球形の体

部をもつものと考えられる。体部外面には横方向のヘラミガキ、口縁内面には暗文となるヘラミガ

キが施される。外面および口縁内面には赤色顔料が塗布されている。367はJヽ形丸底鉢で、やや浅

い鉢部から屈曲する口縁部に及ぶ。368は蓋と考えられ、外面にはヘラミガキが施される。370は単
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純口縁の鉢で、平底をもち、体部やや深い。体部外面は横方向のヘラミガキ、内面はヘラケズリの

後丁寧になでている。362、 366、 370の胎土は在地のものとは異なる。

371～375は高杯で、大形の3711よ ゆるやかなカープを経て立ち上がるやや深い杯部をもつもので、

これに接合する脚部は長い筒状を呈 し、杯底面には脚接合時の刺突痕をもつ。杯部外面には下半に

ハケメ、上半にヘラミガキが施される。内面はハケでなでた後、ヘラミガキを施す。373、 375も は

ぼ同様のものである。372は中実の脚部で、外面および杯部内面に赤色顔料を塗布 している。胎土

は在地のものとは異なる。374は直線的な杯部をもつもので、内外面ともハケメの後、ヘラミガキ

を施す。376～378は低脚杯で、大形の376の杯部は直線的に開く。3771よ ゆるやかなカープで立ち上

がる杯部をもつ。底部には脚部を貼 り付けた痕跡をとどめる。378はやや小形のもので、杯部は内

湾 して立ち上 り、低い脚が接合する。杯部外面はハケメ、内面はヘラミガキで仕上げる。

379～385は攻形器台である。いずれも上台、下台間が縮約 したものである。3801よ上台外面にク

シ状工具による平行線文がある。383は筒部内面が稜線となっているものである。382、 385は下台

に2個 1対の穿孔がある。

認6、 387は甑形上器で、両者は同一個体ではない。筒状の体部をもつ3861ま下端近 くに1対の把

手を縦に付ける。この把手は体部に開けられた穴に挿入 して接合している。外面にはハケメ、内面

にはヘラケズリが施される。下端の口縁3871ま短 く直立するもので、その付け根には1条の突帯が

めぐる。

C-3・ 4区 土 器 溜 り (図55388～394)

388、 390は複合口縁奏で、ともに端部を外方に折 り曲げるものである。3881ま倒卵形の体部をも

ち、390は平底のものである。389は瓦質土器の把手で、ヘラケズリによって面取 りされ、多角柱形

のものである。外面は黒灰色、断面では白色を呈する。391は大きく開 く重口縁である。高杯3921よ

大きく開 く低い脚部で、4方向の円形の透 し穴がある。小ぶりなやや深い杯部が付 くものと考えら

れる。393は鼓形器台、394は鉢で、かすかな平底をもつ半球形の体部をもつ。394の胎土は在地の

ものと異なる。草田6期に含まれる。

D-5区 土 器 溜 り (図55395～397)

複合回縁重395は、比較的高い口縁部をもち、その端部は外方に折 り曲げる。396は単純口縁の甕

である。口縁端部は丸 くおさめる。高杯397は小さい杯底部から直線的に大きく広がる杯部、中実

の脚柱部からさほど広がらない直線的な裾部に至る。脚裾には円形の透 し穴がある。杯部内面、脚

部外面にヘラミガキがある。草田6期に含まれる。
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3区 出土遺物実測図 (1)
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図51 F-3区 出上遺物実測図 (2)
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図53 F-3区 出土遺物実測図 (4)

E・ f-2区 土 器 溜 り (図55398～401)

398は やや小形の複合日縁甕で、球形の体部をもつ。高杯3991よ ゆるやかなカーブをもつ杯部をも

つ。内外面ともヘラミガキで仕上げる。400は大きく開く低い脚部で、4方向の円形の透 し穴があ

る。小ぶりなやや深い杯部が付 くものと考えられる。401は 低脚杯で、平らな杯底部から湾曲して

立ち上がる体部を有する。杯部は内外面ともヘラミガキで仕上げる。脚部は杯底部に貼 り付けてい

る。脚内面に2本線のヘラ記号がある。草田6期の遺物である。
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E・ F-4区 土器溜 り

402-412が E・ F-4区

出土遺物である。402～407

は複合口縁の奏で、口縁端

部を外方に折り曲げるもの、

平坦面をつくるものがある。

403の 口縁部は比較的薄 く、

複合口縁部の稜にはさほど

の突出はない。408は複合

口縁壷で、日縁端部は外方

に折 り曲げる。

低脚杯409は やや深い杯

部をもつ。脚はやや高 く、

円形の穿孔がある。410は

小形の鉢で、平底をもつ。

日縁は外方に折 り曲げ、そ

の際の指頭圧痕をとどめる。

鉢411は、体部外面および

底面にタタキの痕跡をとど

める。小形の器台4121よ 内

外面とも粗いハケで仕上げ

られる。411、 412の胎土は

在地のものと異なる。草田

6期のものであろう。 図54 F-3区 出土遺物実測図 (5) 9       19帥

G-6区 出 土 遺 物     。

単純口縁の三413は 直線的に広がる口縁部をもつ。やや縦長の体部をもち、平底の底部をもつ。

口縁内外面、体部上半は粗いハケで仕上げ、体部下半は細かくヘラミガキを行う。体部各所には調

整の下に粘土組を積み上げた痕跡が観察できる。これに対応するように内面はハケメが残っており、

上器製作の工程を示すものと考えられる。これ以上の体部内面にはヘラケズリ痕をとどめる。肩部

にはヘラ描きの文様がある。草田5期に含まれるものと考える。
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H-2・ 3区 土 器 溜 り (図57、 58)

調査区南西辺に沿って検出した土器溜 りで、水路SD02・

03の西岸に埋没 した状態で出上 しているので、この上器溜 り

を切って、SD02・ 03は掘られたものだろう。

黒褐色粘質上、淡黒灰褐色土 (炭を含む)を中心に遺物は

包含されていた。南北 5m、 東西1.2mの範囲に、草田1～

3期の遺物が分布 しており、遺物には土器、獣骨 (鹿、猪)

がある。また、これら遺物に混 じって、木の根もあり、当時

はこうした立ち木のある環境だったものと考えられる。

熱 14～417をま上方へ引き上げた口縁外面に3～ 4条の凹線

を施したもの。4161ま肩部に2段の列点文をめぐらす。417は

1対の穴を口縁下にあけている。釣 り下げたものか。外面お

よび口縁内面に赤色顔料を塗布する。418は 口縁を外方に折

り曲げただけの単純 日縁。複合口縁の奏419、 421、 4231よ上

方へ引き上げた口縁外面にヘラによる擬凹線を描 く。4211よ

体部最大径付近に焼成後の穿孔がある。423は肩部に間隔の

狭い列点文がある。420、 422、 4241ま 口縁外面に貝殻腹縁と

早
′  H I  早

図 57 土器溜 り出土状況平面図 (3)

H-2・ 3区

考えられる原体で平行線文を描 く。420は肩部に波頂間の狭い波状文がある。

425～4291よ芝で、425は上方へ引き上げた口縁の外面に6条のヘラによる沈線を施 し、山陰地方

の上器の特徴を示すものだが、頸部は縦方向のハケメの後、ヘラで沈線を描いており、この頸部の

特徴は、吉備地方の上器に通有なものである。胎土から、吉備地方の土器を手本にして、この地方

で作られたものと考えられる。山陽地方との交流があったことを物語るとともに、両地方の上器の

並行関係を如実に示す遺物である。426は大きく開 く口縁部で、端部の平坦面に2個 と対の円形の

浮文を貼 り付ける。4271ま上方にやや長 く繰 り上げた回縁部に貝殻腹縁と考えられる原体で平行沈

線を施 した後、なでて一部を消 している。肩部は張らず、なだらかな体部となる。428は筒状の頸

部から外反 し、口縁端部には3条の凹線を引 く。429も 口縁に2条の凹線を施す。日縁内面に5条、

頸部下半に4条のヘラによる沈線、肩部にクシ状工具による列点を施す。

底部430～434は平底で内面をヘラケズリする。430、 433は外面ハケメ、431は外面ヘラミガキ。

435は高杯かと考えられる破片で、内外面をヘラミガキする。鼓形器台436は上台外面に貝殻腹縁

で平行沈線を施 したもの。上台内面および筒部外面はヘラで磨 く。437は大形のもので、復元径約

30clllを計 る。下台外面にはやはり貝殻腹縁の平行沈線が描かれる。
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H-5区 土 器 溜 り (図59～62)

調査区北西隅、水路SD02・ 03の西岸で検出した土器溜 りで、土器は南北4m、 東西1.5mの範囲

に、高低差0。 3mを もって分布 していた。近畿庄内式の遺物を主体 とし、これに在地の上器を混え

て出土 しており、特異な遺物の構成である。草田5期の遺物である。この土器溜 りはさらに調査区

外に広がるものと考えられる。この上器溜 りに伴う遺構は精査 したが、検出できなかった。下層に

SX09が あったが、その墓羨内から出上 した土器は、この上器溜 り資料より古 く、直接の関係はな

いものと考えざるをえなかった。 しかし、墓壊 と上器の分布範囲はよく上致する。

438～4541ま在地の上器で、複合口縁の4438～448は いずれも薄 く引き出したような口縁部をもち、

その端部は丸 くおさめるか、ごく軽 く外方に折 り曲げている。複合口縁部の稜は、軽 く横方向ない

し下向きに突出する。449～451は複合口縁の壷で、4491よ薄 く引き出 したような口縁部が垂直に近

く高 く立上 り、その端部は丸 くおさめている。450は厚手の短い口縁をもつ。451も ■9同様、薄手

の口縁部が高 く立ち上がる。肩のよく張る体部をもつ。

鼓形器台452、 453は上台、下台間がかなり縮約 したものである。高34541よ長い筒状の脚をもつ。

455～486、 488、 490は単純口縁の甕で、そのほとんどは外面に右上がりのタタキメをとどめる。

これらの遺物は淡褐色ないし笹色系の色調を呈 し、胎土 も黒ないし茶色の摩耗 した特徴的な円礫を

含み、黄褐色系の在地の上器とは一見 して識別できる。

455は 日縁部を外方に折 り曲げただけのもの。456、 4571ま 口縁端部を上方にわずかに引き上

げるもの。4571ま体部外面のタタキの後、粗いハケを施す。458～460は 口縁端部を丸 くおさめるも

ので、460は体部のあまり張 らないもの。461は日縁端部を上方にわずかに引き上げ、体部は球形に

近い。外面は粗いハケの下に右上がりのタタキメが見える。内面はヘラケズリした後、上半部のみ

ハケでなでる。462も 日縁端部を上方に引き上げるが、外面にはタタキメの後、ハケなどでの調整

はない。内面はハケの後、丁寧になでる。464は外反する日縁部をもち、外面はタタキの後、粗い

ハケでなで、内面も同様の原体で丁寧になでる。465は直線的に開 く口縁をもつ。体部は粗いハケ

の下に左上がりのタタキが見える。内面はヘラケズリする。466は 口縁端部の外面に3条の沈線を

もつ。外面にかすかにタタキが見える。467、 468、 476は 日縁端部を丸 くおさめるもの、469、 470

は端部を軽 く上方に引き上げるものである。

472、 480～486、 489、 490はやや小形の甕で、外面にタタキメをとどめるものが多い。4831ま わず

かに複合口縁状を呈する。4901よ体部下方にヘラケズリ痕を残す。

491～495は平底の底部で、外面にタタキを残す491、 493、 494、 ヘラケズリする495が ある。

496、 497は鉢で、半球形の体部をもち、口縁はその端部をわずかに折 り曲げる。498も 同様なも

のの底部と考えられる。
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図62 H-5区 出土遺物実測図 (3)

D-4区 上 層 出 土 遺 物 (図63)

包含層の上に堆積 していた灰色粘土、灰褐色粘土層中からも遺物が出上 している。 この上層は

SD02、 03が埋没 した際にあふれた土砂の層と考えられる。革田6～ 7期の遺物である。

複合口縁の奏501～5111よ、口縁端部を外方へ折 り曲げるか、平坦面を作る。単純日縁の甕5121ま 、

日縁端を内側に肥厚させている。複合口縁の重5131よ端部を外方に折 り曲げ、頸部にハケ原体の板

で綾杉状の文様を描 く。5441よ端部を丸 くおさめる。直口壺515はやや短い口縁、扁平な体部をもつ。

517～519は鼓形器台で、548は上台、下台間の縮約が進み、筒部内面は稜となっている。高杯杯

部5201ま やや深い直線的な立上 りをもつ。521はゆるやかなカーブの杯部。523は低 く大きく開く脚

部で、裾に4方向の円形の透かし穴をもつ。524は ラッパ状に開 く脚部。525は低脚杯である。

そ の 他 の 地 点 出 土 遺 物 (図64)

526～535は E区での出土遺物で、壷526、 527は、口縁端部に3条の凹線を描 く。526は 口縁内面

に4条の沈線がある。高杯5281ま脚の端部に3条の沈線がある。単純口縁の養529は、口縁端部を丸

くおさめる。530は端部に平坦面をつくる厚手のもの。高杯5321よ 、屈曲をへて立ち上がる杯部はや

や深い。533は厚手の脚部で、筒部から屈曲して開く。脚付きの椀534は杯部やや深い。内外面を丁

寧に磨 く。535は脚が付 く奏か。

536～5421ま F区からの出土遺物で、単純口縁の奏536は 、球形の体部にわずかに内湾する口縁部

が付 く。口縁端部はわずかに内側につまみあげる。複合口縁の大形の重5371よ、垂直に立ち上がる

日縁をもち、端部は上面に平坦面をつ くる。5381よ我頭円錐形の上製紡錘車で、下面はわずかに内

くばみになる。径0。 8clnの中心孔のほかに端部に1対の斜めの穿孔、さらにもう1つの小孔がある。

小重539は厚手で、短い口縁部をもつ。5401よ高杯脚で、直線状に開 く。541は脚付の椀か。内外面

を磨 く。542は ふいごの羽口と考えられる土製品で、2次的な焼成を受けている。

543～547が A、 B区出土遺物である。高杯543、 544は屈曲をもって立ち上がる杯部をもつ。内外

面に暗文。545は小形丸底重で内面に茶色の付着物がある。547は外面にタタキをもつ小形の甕。

548～554は調査区四周の排水路からの出土遺物。548は 口縁外面にヘラ描きの沈線がある。549は

単純口縁の甕。551は杯か。552は鉢。554は蓋である。中央を貫いての穿孔がある。
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4.第 2調査区

第 1調査区の南西約35mの地点に設定 した東西20m× 南北 5mの調査区である。

講武地区遺跡分布調査 (昭和61年度)で確認 していた包含層までの上砂を、重機を投入 して除去

した。 しかし、第 1調査区での作業に手間取 り、予定 していたような調査は実施できず、Gl～G3

までのテス トピットを3か所設定 して、この調査区でも第 1調査区同様の遺物包含層が存在するこ

とを確認 し、上層図を作成 して終了とした。

この調査区でも基本的には1区同様、水平に土砂は堆積 しているが、扇状地の端近 くに位置する

という地形から、調査区西半からわずかに傾斜 して降っている。黒灰色混礫粘上が、 1区での遺物

包含層であった黒褐色土に対応するものと考えた。

第 2調 査 区 出土 遺 物 (図67、 68)

ここでは明瞭な土器溜 りは認められなかったが、かなりの遺物の出上をみている。555～559がG

lの遺物。555は複合口縁の甕。556、 5571ま単純口縁の奏で、556は端部をわずかに内側に肥厚させ

る。558は単純口縁の壼で、外面をヘラで磨 く。5591よ鼓形器台で、上台部外面には貝殻腹縁による

平行線文があり、内面はヘラミガキを行 う。

560、 561は G2出土資料。560は複合口縁の奏で、口縁の断面は引き出したように先細 りになる。

肩部には波状文がある。561は高杯状の異形の製品で、平 らな杯底部から大きく屈曲して立ち上が

る体部をもつ。この体部外面には貝殻腹縁によると考えられる平行線文がある。脚は低いものであっ

たと考えられる。

G2と G3の 中間で採集した小形丸底重562は、球形の体部をもち、口縁はさほど開かずに立ち上が

る。

鍬状の木製品563は、身と柄の角度が120～130° と鈍角となることから鋤と考えられる。身と柄は

・`・・●＼r

゛
介

,

/だ
 ヽゥ

＼

2区平面図 (1/200)
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Ⅳ.4ヽ

1.出土遺物・時期

南講武草田遺跡の調査では、多 くの遺物が出上 し、これらの遺物は林生時代後期から古墳時代前

期までと、古墳時代後期の2群がある。このうち数多くの遺構があるものの、まとまった土器溜 り

で取 り上げることのできた前者について、この遺跡での変遷をとらえ、遺構の時期を考える。

草田 1期

弥生時代後期前葉のもので、甕、重の口縁は上方に引き上げられ、外面に凹線文を数条施 し、内

面は頸部直下までヘラケズリされている。全体のプロポーションは弥生時代中期末のものを引き継

いでいる。H-2・ 3区土器溜 りから出上 している。

草田 2期

奏、重の複合口縁が上方に延長され、その外面にヘラによる擬凹線を描き、 1期より多条化する。

新たに出現 した器種である鼓形器台にも同様の装飾が施されるが、この施文には2枚貝貝殻腹縁の

使用が始まる。H-2・ 3区土器溜 りから出上 している。
17)

安来市九重 3号墓出土資料に類例がある。

草田 3期

奏、重の複合口縁がさらに上方に延長され、その外面に主として2枚貝の貝殻腹縁と考えられる

クシ状工具を使用 して平行線文を描 く。口縁部外面のカーブは貝殻腹縁を押 し付けて成形するもの

と考えられ、その曲線に近い。鼓形器台も上台、下台への貝殻腹縁による平行線文の施文を特徴と

すると考えられるが、外面の施文が消えたもの (238)も ある。H-2・ 3区土器溜 り、SX08か ら

出上 している。

吉備地方からの遺物は、この時期を中心に搬入されているものと考えられる。

松江市平所遺跡玉作工房出土資料のうち、口縁に平行線文をもつ甕などの古式の一群や、同市的

場土羨墓資料がこの時期に相当する。

草田 4期

甕、壷の復合口縁外面から平行線文が消え、口縁はやや厚手で、端部に向かい先細 りとなる断面

を呈する。口縁外面から平行線文が消えても、そのカーブはやはり貝殻腹縁を押 し付けた3期の曲

線に近い。この資料の内には、成形に貝殻腹縁を使った後、この痕跡を消 したものも存在するもの

と考えられる。このためか、複合口縁部の稜は、斜め下向きに突出する傾向がある。肩部への施文

には主として貝殻腹縁を使用 している。鼓形器台でも平行線文が消え、筒部の縮約が始まるが、依

然として比較的高い器高を保つ。草田遺跡では、この時期に低脚杯があらわれている。低脚杯は比
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図 71 草田各期遺物変遷図 (3)
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較的小さい口径をもつ、厚手のものである。

松江市平所遺跡 1号住居址、鹿島町南講武小廻遺跡!同名分佐太前遺跡SD04出土遺物がこの時

期の良好な資料である。松江市平所遺跡 1号住居址資料は、奄口縁の形態、鼓形器台がまだ高い器

高をもつなど、この時期に並行するものと考えられる。

草田 5期

H-5区土器溜 りの資料が充てられ、甕・童の複合口縁外面への加飾はとだえ、口縁断面は薄 く

引き出したようになる。複合口縁部の稜の突出はさほどのものではないが、水平方向に突出する。

成形に貝殻腹縁を使用することはなくなり、施文にわずかに使用されるにすぎなくなる。また、奏・

壷の日縁内面をヘラミガキすることはなくなり、ヘラミガキは鼓形器台、高杯、低脚杯などの小形

の器種に限られるようになる。鼓形器台はこの時期に器高が低い形となる。

この時期には、近畿地方から搬入されたタタキをもつ遺物が伴っており、これらは近畿地方の上

器編年では庄内式 (第六様式)に含まれる遺物である。タタキをもつ甕などの底部にはまだ平底を

とどめている。
24J

安来市鍵尾A-5号墓資料の奏は薄く引き出したような口縁をもち、致形器台も低 くなったもの
25〉

を伴っており、この時期に相当する。佐太前遺跡SK58資料 もこの時期のものと考えられる。

草田 6期

複合口縁の奏は口縁部がやや厚みを増 し、端部を外方に折 り曲げることを特徴とする。養の体部

は倒卵形で、かすかな平底をもつか、尖 り底となる。底部内面には指頭圧痕をもち、丸底化の傾向

をもち始める。また複合口縁の重は、この時期から口縁の外傾をはじめる。草田遺跡では、この時

期に複合口縁の直口重が出現 している。また、低脚杯には杯部のごく大形のものが現われる。CD

-4、 DE-3区土器溜 り資料を標識とする。これらの上器溜 りでもやはり庄内式期の遺物を伴っ

ている。
26J

東出雲町大木権現山 1号「墳」 1号上羨資料、
27)

鳥取県米子市尾高城姓SD08資料がこれに相当す

る。

草田 7期

奏の口縁部はさらにその厚みを増 し、端部を外方に折 り曲げるものがあるものの、端部に平坦面

を作るものの頻度が増す。複合口縁部の稜は水平方向に突出するが、鋭さを欠くものもみられる。

体部の球形化はさらに進み、底部は完全な丸底となる。肩部の文様は間隔の開いた列点文ないし、

波頂間の開いた波状文が施されているが、それもほとんど省略され、粗い横ハケでこれにかえるも

のの比率が高 くなる。鼓形器台は筒部が痕跡化 し、その内面では稜線となるものが現われる。高杯

は6期にくらべ杯部の深さが増す。F-3区土器溜 り資料を標識とする。この遺物には近畿布留式
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の単純口縁甕、小形丸底重、小形丸底鉢などを伴っている。複合口縁の重357は 168の ような壷の影

響のもとに出現するものと考えられる。
28J

安来市小谷遺跡出土資料がこれに相当する。

2.土 器溜 り

第 1調査区内各地点で土器溜りが検出され、その多くは下層に存在した墳墓群の上面に供えられ

たものと考えられたが、H-2・ 3区土器溜りのように下層に墳墓を伴わないものもあり、この上

器溜りからは獣骨なども出上していることから、他の上器溜りとは性格を異にするものと考えられ

る。墳墓の上面に供えられた土器群も、墳墓用に特別に製作されたものは少なく、集落で日常的に

使用されていたもののようである。

また、調査区内では、遺構の保存の方針がとられて以後、精査を行っていないので、土器溜りす

べてに対応する遺構が検出されていない可能性がある。遺物のまとまり、量からは、検出した以外

にもかなりの遺構があるものと考えられる。

3.搬入遺物

この遺跡で数多 く出上 した搬入遺物は、吉備地方から搬入された小形重形土器などの1群 と、近

畿地方から投入された 1群とに分かたれる。これらはいずれも在地の上器とは胎上が異なり、明ら

かに運び込まれたものである。

吉備地方からの上器は、同地方での特殊器台の編年で立坂型と呼ばれる時期のもので、島根県東

部地方でこれまで検出されているものと同時期のものである。この時期の吉備地方と山陰地方の交

渉を示す例が 1例増 したものといえる。

近畿地方から投入された庄内式期の上器は、それに伴 う在地の上器の観察から新、古に2分でき、

近畿地方からのこの地への訪間が、何次にもわたったことを暗示 している。これらの上器群は図示

できなかったものも含めると、百個体にも及がものと考えられ、かなりまとまった人数の来訪であっ

たことが想像される。また、出上 した遺物は、甕などの日常的に使用する器種が多いのも特徴的で

ある。その産地を近畿地方と一括はしているが、産地を特定 しえたのはCD-4区土器溜 り中の 1

点 (283)が河内産と考えられたのみで、それ以外の遺物の産地比定は今後の課題である。

これに加え、朝鮮半島製と考えられる瓦質土器も2点 (284、 389)ではあるが庄内式上器に伴っ

て出上 しており、近畿地方の遺物とともにどのようなルー トを経てこの地にもたらされたものか興

味をもたれるところである。

また、これに続 く近畿地方布留式の遺物群についても、搬入されたものか、この地で製作された
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ものかについて、今後胎上分析などを行 う必要がある。

4.墳 墓 群 (表 1)

この遺跡で検出した墳墓は、草田3期から6期にわたって作られており、かなり長期間営まれた

ことがわかる。この内、遺物を伴 うものはSX03、 06、 08、 09であり、遺物はいずれも土器である。

調査区内で最 も古い墳墓は、SX08、 09で、これが草田3期のものである。 5期にSX03が、 6期に

SX06が作 られている。墓羨の頭位などから時期を想定できるものを加えると表 2と なる。かなり

多 くの遺物を検出したF-3区土器溜 りに代表される7期の墳墓は、この時期の可能性のある壷棺

墓SX10以外には検出できていない。

また、これら墳墓群には薄で区画するなど特に墓域を設定 している様子はない。

墳墓は木棺墓を主体とし、遺構検出面は遺構が掘 り込まれた面より低いので、確言はできないが、

SX01の例をみると2段掘 りのものであるので、その他のものもこうした墓羨であった可能性があ

る。羨内には木棺が組まれていたと考えられるものが多い。 このうちSX09は 6m以上になるもの

で、別格の長さをもっている。
30J

木棺は副室をもつものが多 く、特徴的である。こうした副室は奥才古墳群でも数多く認められて

おり、時期に若子の前後はあるものの、注目される。何らかのものを副葬 したものと考えられるが、

いずれの調査例でもこの副室からの出土遺物はないので、有機物を副葬するためのものである可能

性がある。また、墓羨に柱状のものが立てられていたような痕跡があることも注意される。こうし

た痕跡があったのは、SX01、 04、 06である。

一  覧

名 称 構   造 規  模 (m) 主  軸 土器溜 り 備 考

SX01 2段掘 り、木棺
外側3.5× 1.8
内側2,8× 1,1

E-41° 一N 柱状のもの

SX03 木棺、副室 2.8Xl.0 W-37° 一N あ り

SX04 木構、副室 ? 2.3× 0,9 E-14° 一N 柱状のもの、墓頻床面
に丸太

SX05 木棺、副室 2.5XO,8 W-6° 一 S 墓猿に接 してピット

SX06 木棺 2.7× 1.1 W-33° 一N あ り 柱状のもの

SX07 木棺、副室 2.8XO.8 W-33° 一N

SX08 木棺 2.7× 0.6 E-14° 一N 墓城に接 してピット

SX09 木棺 6)双」とXl.0 S-45° 一E

SX10 土器棺 掘方taLO・ 45、 深 さ0。 25

表 1
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表 2 遺構、遺物の時期

時 期 土 器 溜 り 墳   墓 その他の遺構

草田 1 H-2・ 3区土器溜 り

2 H-2・ 3区土器溜 り

H-2・ 3区土器溜 り SX08、  05

4 SX09 SB01

5 H-5区土器溜 り、G-6区 SX03

6 CD-4区、DE-3区、C-3・ 4区土器溜 り、D-5区、
EF-2区、EF-4区土器溜 り、D-4区上層

SX06、  07 SD05

7 F-3区土器溜 り、D-4区上層 SX10? SB02、 SD03、
SD02

5.水  路

調査区内で検出した水路は、SD01上層水路、SD01下層水路、SD02、 SD03の 4水路である。

古墳時代前期のSD02、 SD03は、遺跡の立地する谷奥から流れだす水を下方の川に排水する目的

をもって掘削されたものと考えられる。この時期に扇状地上ではF-3区土器溜 りが形成されてお

り、水田などが営まれた痕跡はない。当時の水田はさらに下方の現講武川沿いに開かれていたもの

と考えられる。一方、古墳時代後期のSD01の時点では水路は丘陵裾をめぐり、この扇状地上に存

在 したと考えられる水田に水をかける給水路となっている。つまり、古墳時代後期の段階にいたっ

て、この扇状地が本田として開発されたことを示 していよう。この時期までにこうした潅漑水路を

掘削して水田を開発するようになっていたものと考えられる。この盆地内の開発を考える上で、貴

重な資料を提供するものといえる。

今回扇状地とはいえ、丘陵地以外からこうした墳墓群が発見されたことは今後の調査のあり方を

考える材料を提供 したものといえよう。鹿島町域内でも四隅突出型墳丘墓の可能性がある南講武小

廻遺跡 (草田4期)は丘陵裾部の、木棺墓などを検出した佐太前遺跡は低湿地での調査例で、これ

までの丘陵上ばかりでなくこうした地点でも調査の必要があることが明らかになったものと考える。

また、鹿島町域内では石釧、紡錘車形石製品を出土 した前半期の奥才古墳群、前方部が撥形に開

く前方後方墳である名分丸山 1号墳などが知られており、また、隣接する松江市古志町稲寄遺跡でも

168に酷似 した重など近畿系の遺物の出土が知られており、この地域が近畿地方との密接な関係に

あることが明らかになりつつあるといえよう。

いずれにせよ、このように近畿地方から大量の遺物が搬入されたことが明らかになった遺跡は、

山陰地方ではいまだ知られておらず、どのような理由によるものかは現在までの知見では明らかに
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できない。今後の類例を待ちたいが、地方が古墳時代を迎えるにあたっては、それまでの隣接する

地域との交渉 というレベルを越 えた、このような近畿地方 との直接的な交流をもとに展開するもの

と考えられる。また、その動 きは出上 した瓦質土器が示す ように、朝鮮半島をも巻 き込んだ動 きで

あった可能性す ら考えられることを確認 して結びとする。
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出 土 遺 物 観 察 表

S D 0 1

刺
器

出 土 地 点 器  種

法 量 eml

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 底径 器高

ユ SD01 須恵器杯身 129
口縁端にアクセント
底部に回転糸切り痕

青灰色 (口縁

外的 働

2m大の砂地

少垣
良 好

SD01礫 124
口縁端にアクセ ン ト 外 /暗青灰色

内 /青灰色 柳抑
密，樅

SD01上 層 須恵器杯蓋 136
天丼屈曲部に稜 外 /暗灰青色

内/淡青灰色
小砂粒,ご
握

140
天丼屈曲部に稜
口唇内面に段

灰 色

中］
SD01 須恵器杯身 110

立 ち上が り低い 淡青灰色

勒塘
密

ご

SD01
上層・ 下層

106
下半回転 ヘ ラケズ リ

7 SD01 102
やや高い立ち上がり 灰色～嗜青灰

色
卵
塘雌鱒む

104
直立気味の立ち上が り 暗青灰色 05～ 3Hけ

の黒鋤 端
表に吹きだと
ている

やや不良

112
灰色 良 好

SD01上 層 104

やや高い立ち上が り 外 /黒緑褐色

内 /淡灰色

緑褐色の 自然
釉がかか って

いる

1～ 2Шの亡

鋭

m2
青灰色 lm以下鏃

石粒

138
淡青灰色 密

112
青灰色

SD01(C-2) 11 8

外 /灰色,暗
緑褐色の自
然釉がかる

内 /白灰色

硬  質

SD01 132
丸味を もって深い体部

立ち上が りは厚 い
青灰色 l lualま o白

飩 をかなり

含む

良 好

SD01」 雷 須恵器高杯
台形3方透 し l�瞼 白

攀

SD01礫
外 /暗青灰色
内/青灰色

1輛 後帳

石粒をかなり
含む

18

灰色 長石微粒をか

なり含む
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法  量  lclal

形態・ 手法の特徴 色   調 胎  土 焼  成 備 考
回径 底径 器高

SD01上 層 須恵器高杯

三角形 3方透 し

脚部に アクセン ト

青黒色 ,脚部
内面 ,断面は

青灰色

欝,白e/1ヽ砂
笠少遅

良 好

三角形 2方透 し 外 /黒灰色
内/淡灰色

lm前後の長

石 ,石英粒を

多量に含む

やや不良

SD01礫 層中

線状 3方透 し 灰白色 密,小砂地少

量

普 通

22 SD01 須 恵 器 霊 16 2
口縁部 。日唇 下に稜 灰色 lm以下の白

L粒を若干含
r」

やや不良

須 恵 器 壺

底部。下半をヘラケズ
リする

外 /灰青色
内/淡灰青色

1～ 2 Hal大の

色色砂粒を全
I」

良 好

Z
底部をヘ ラケズ リ。そ

れ以上にカキメ

外

内
/青灰色

/灰色

l laま でのЁ
色砂粒をかな
り釣

25
SD01,
SD01下層

須恵器大甕

外面格子状のタタキ。

内面同心 円のタタキ
外 /淡灰褐色

の地 に緑褐

色 自然釉及

び黒灰色粒

内 /青紫灰色

露lm前後の

コ色粒を若〒

艶

SD01 土 師 器 甕 142
口唇端内側 に肥厚 させ

る布留甕

肌色 BMIRな 白佳パ
9ド秀掲eJ翻
立を含む

野 sD01J膏 152
短 く折 り曲げただけの

回縁

褐色 lm以下の刀

砂粒を釣

28 156
外方 に折 り曲げた回縁

部。外面タテハケ,内
面ヘ ラケズ リ

外 /褐色～黒
褐色

内/褐色

lm前後大の

白色砂泣 を多
く含む

29 sD01 174
淡褐色～暗褐

色
lШ以下のコ
粒を多く含と

311 166
ごく短い回縁部 褐色 l�離 の翻

粒を含む

SD01上 層 24 0
「く」の字に大きく屈曲
する口縁

橙褐色 lElま 0砂
位拾 む

SD01 22 5
大きく「く」の字:〔 届曲
する日縁

淡褐色～暗褐
色

白色砂社を考

干含む

22 0
外 /淡褐色

内 /淡橙褐色

lm前後の白
‐灰色の砂粒

を多量に含む

34 SD01上 層 206
高 く立ち上がる日縁部 外 /淡褐色～

暗褐色
内/黄褐色

1勲粒を多運
に含む

35 188

褐 色 lШ未満の砂

位 (白色・ 透

明)を多量に

釣

36 SD01 土師器高杯

細 く中空の脚柱部。外
面ヘ ラ ミガキ

密,微細な白

色砂粒

外面に橙色の顔
料を塗彩

37 SD01上 層

六形の製品。脚柱外面
にヘラミガキ

橙褐色 1～ 2 mmA¢

砂粒を多くε
む

外面及び杯部内
面に赤色顔料
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挿図
器

出 土 地 点 器  種

法 量 tal

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
日径 底径 器高

SD01上 層 土師器高杯
大形の製品。脚柱外面
にヘラミガキ

橙褐色 lm大の自色

砂鮮立を多 く含

む

良 好 外面赤色顔料塗
彩

SD01 土師器小霊
平底から内湾して立ち
上がる体部

橙灰褐色 l lwま での自

色可り 泣益

む

SD01上 層 甕 20 2
短 く折 り曲げた口縁 橙掲色 lm大の白色

砂粒を多く含
む

SD01 23 0
外方に開く口縁 外/嗜褐色

内 /褐色
1四前後大の

》位を多 く合
I」

SD01上 層 23 2

湾曲 して開 く回縁 湊掲色 lm前後大の

地  (白色・

鴇透明)を多

重に含む

24 9
薄茶色 l Hm大の砂粒

と多婚塾に釣

SD01」 唇 カマド
カマ ド焚き口ひさし部
分

肌色 州妙位を多く
雪む

SD01礫 層中

淡掲色 1画前後の砂
笠を多量に含
よ

SD01 コシキ

コシキ把手。角状に上
を向く

ヨ住刀覧朔笠を
多くetF

SD01下 層 須恵器杯蓋 135
湾曲した大ぶりな体部
天丼部回転ヘラケズリ

淡灰青色 野

SD01下層礫 133
天丼届曲部に稜
口唇内面 に段

灰青色

130

天丼届曲部に稜
天丼部回転ヘラケズリ

外/黒灰色
内/淡紫灰色

硬質なるも
数ケ所に焼
き歪み気泡
あり

SD01下 層 124
暗灰色 蕗,自色小砂

立を若干含む

良 好

118
外 /青灰色
内 /淡青灰色

辱

SD01下 層礫 128
淡灰色～暗灰

色

須恵器杯身 110
低 い立 ち上が り

底部回転 ヘ ラ切 り

外

内

断

/暗青灰色
/青灰色
/茶褐色

l lmま での白

働砂粒を若干
含む

SD01下 層

外面底部ナデて仕上げ
る

暗灰色 鉢 面
に黄白色の自

然釉 )

l mmtの 砂泣
を若千含む

104
低い立 ち上が り 外 /黒灰色

内 /灰色

奮

11 8

直立気味の立ち上が り 灰青色 コ色可翻囃砂
曇モ蒙」
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細
需

出 土 地 点 器  種

法 量 Cml

形態・ 手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 醒 器 高

SD01下 層 須恵器杯身 114
低い立ち上が り 灰色 lm以下のE

攀
良  好

104
直立気味のやや高い立
ち上がり
下半回転ヘラケズリ

lm大の砂葛
を多量に笠

SD01下 層礫 124
偏平な製品
下半回転ヘラケズリ

青灰色 lm以下の白

攀

SD01下 層 115
やや高い立ち上がり
下半回転ヘラケズリ

淡灰色 野,白色J妙
立をわずかに
雪む

やや軟質

SD01下層Ek 114
青灰色 3～ 5 mmkの

沙粒を点々と

豊む

良 好

須 恵 器 壷

短く直立する回縁 灰 白色 必

偏平な体部 ,肩部 カキ

メ
淡青灰色 密,白t/1靱

燦

SD01下 層

くびれる顕部から大き
く開く日縁

色
色

灰
灰

青
紫

外
断

密

SD01下 層礫 須恵器高杯 106
端部を上方に引き出し
平坦面を作る脚

暗青灰色

土 師 器 甕 179
「く」の字に折れ曲がり
外方へ大きく広がるロ
縁部

淡褐色 i nmA囃
色,暗褐色砂
粒を多く含む

191
責茶褐色 lm以下の打

沙位を多く省
tF

230

外

内
/淡黄褐色
/淡橙褐色

lШ前後のコ

位を多 く造淀

∝ 灰色 ,白 窪

側 )

SD01最 下層 25 3

「く」の字に折れ,外方
へ大きく広がる日縁部
体部外面タテハケ,内
面積方向のヘラケズリ

淡茶褐色 慰

ｅ
の

には換
１

立

し

sDol下 層礫 28 9

黄灰白色 l�前後の茶
疋色,暗灰色
D砂粒を多く
筈む

SD01下 層 204

淡黄灰褐色 lm未満の砂
粒色色,灰色
～暗灰色,半
透明等)移
くて」鷲す

20 3 淡茶色 l�鵜満のコ
修

21 2
淡褐色 lm大の砂粒

を多量に合も

20 9
立ち上がった後に折れ
曲がる口縁

白色J帆 を
含む

一局 杯 171
屈曲して開く杯部。
内外面ヘラミガキ

外 /橙色～

橙灰色

内 /淡橙灰色

至,自色ガW
鰈
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形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

回径 醒 器高

SD01下 層 椀 146
やや深めの体部
内面放射状のヘラミガ
キ

淡茶掲 色 督, 白色醐
(1面前 愛)を

舗 む

良 好

138
やや深めの体部

内面 ヘ ラケズ リ

茶褐色 l�前後のЁ

藪 び灰色砂

立を含む

SD01下 層礫 一望 130
短く直立して立ち上が
る国縁部。外面タテハ

ケ,内面横方向のヘラ
ケズリ

外 /淡褐色

内 /淡褐色 ,

日縁部赤色

菌, 1～ 2m
までの砂粒少

邑

外面,日縁内面
に赤色塗彩

SD01下 層 カ マ ド
焚き口ひさし部分 褐色 督,lШまで

D白色砂粒を

勤

上端受け部。
外面タテハケ,内面ヘ

ラケズリ。
日縁内外面ヨコナデ

外 /橙灰色～

褐灰色

内 /橙褐色 ,

顕部以下黒

褐色 (ス ス)

l�前後の砂

立(白色,半透

月)を多 く台
I」

裾端部。内外面ヘラケ
ズリ

橙褐色 llmま での白
ヨ曲 約

裾端部。外面ナデ,内
面ヘラケズリ

淡橙褐色 l�前後の砂
位(白色,半透
明,透明)を多
くetF

コ シ キ
把手。角状に上を向く 淡褐色 1～ 2m大の

白色砂粒を多
くて議b

下半分にスス付
着し黒褐色を呈
す

114

底部。桟を受ける円孔
がある。外面タテハ劣
内面ヘラケズリ

l EIBま での白
捌 1透明な
沙粒移 く含
Ⅲ

SD01西上端 石製紡錘車
踊
27

孔径 0 7cn。 山形の文

様を基調 と した線刻
灰白色 砂岩質の翻 残存重量350

S D 0

sD02 甕 21 0

口縁外面にクシ状工臭
倶殻腹縁)に よる平行
線文

淡赤褐色 l�前後の砂
働 なゝり含む

普 通 外面一部スス付
着

24 0

口縁下半にクシ状工具
による平行線文

1～ 2 Halの 砂
りH常に多い

SD02礫 層 173

全体に厚手。肩部に貝
殻腹縁による列点文

外 /淡褐色
内 /乳灰褐色

l mmく らいの
》舷多い,2
mく らいのも
つもある

FG-2SD02 149

複合口縁。日縁比較的
高く立ち上がる

黄褐色
外面一部黒色

05mく らい
の砂粒多い

,

l mEく らいの
ものもある

良 好

SD02 171
淡赤褐色 lm以下のV

鯵 ヽヽ
やや不良

GH-5礫 124
灰褐色 郡 目立●

百英,長石

普  通

92 SD02 145

内/乳黄色 1山前後の砂
位多い,05
面前後非常に
多い

やや示長 外面全体にスス
が付着していた
と思われる
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形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

回径 睫 器高

H-1
排水路下層Lk 」ヽ 壷

漆を保存 した もの。肩

部に列点沈線。下半 は
ヨコ方向のヘ ラ ミガキ

黄灰色～灰色 石英,長石の

細砂粒含

良  好 漆壷 ,木の乗で

蓋を していた も
のが ,葉の棄脈

様 の もの見える

G-lSD02 甕

口縁部は短 く内傾す る 灰褐色 1～ 0511の
砂粒含む

普 通

H-5礫 壺 35 7
大形品。複合 回縁部鋭

く外方 に突出。日縁端

は水平面をなす

淡灰色 やや密,1～
2HIの石英含

む

SD02 180
回縁部 は短 く内傾す る

厚手

淡褐色 05m以 下の

砂地多 く含む

良  好

底 部

かすかに平底をとどめ
る。内外面ハケ

外 /黒色

内 /乳褐色

GH-5礫 低 脚 杯

脚部に円形の透 し 外 /淡桃褐色

内 /淡褐色

lm前後の長

百,石 英 ,雲伺

をかなり含む

やや不良 透 しあ り

内 /薄 くスス付

着

sD02 杯 140

大き く広がる脚端部。

長い筒部を もつ
外 /淡褐色

一部黒灰色

内 /黒灰色
一部淡褐色

05加以下¢
砂泣多い。1

gn則後のも¢
もみられる

156

淡灰褐色 05～ 10硼
砂瓶歩 い。
10m以上の

物もみ られる

不 良

鼓 形 器 台

上台 ,下台間の間隔比

較的広 い
淡褐色 lm前後の辺

位多い。211m

くらいのも¢
もみられる

やや不良

24 1

上台 ,下台間の間隔短
い

lШ前後の砂

位多 く含む。
21nく らいの

物もみられる

普  通 外面黒色を呈す
る

GH-5礫 188 石英 良 好

面壁」F水路

外 /暗灰褐色

内 /灰褐色

l IEIIま での長

ζ,石英粒を

夢彊言に釣

普  通

SD02 16 4
汚れた肌色 lm以下の〕

立多い

GH-4礫 175 152 95
やや厚手の製品。外面は
タテのヘラミガキで仕上る

嗜黄褐色 百英 ,長石の

,1面前後の

も呻

良好、堅撤

SD02 185

上台 ,下台間の間隔比

較的短い
灰褐色 05岬以下の

砂粒とても多
い。l maく ら
いの物もある

良  好

GH-5礫 甕 149
単純日縁。日縁内外面
ハケメ。体部外面右上
がりのタタキ。内面ナ
デ

外 /渕帆色

内 /淡灰褐色
～淡橙色

l IEElま での長

石 ,石英,茶
協色砂粒

112 体部外面右上が りの タ

タキ。内面ハケメ
外 /橙赤褐色 石英を含む 不 良

G-5礫 13 4

単純口縁。肩部水平の

タタキ。体部右上が り
のタタキメののちハケ

内面ヘ ラでなで るか

外

内
/肌色
/淡阿呪色

5m大の灰色

砂檻 2～ 3

ama呪色砂粒
1～ 2EEの茶

褐色砂粒。 1

～ 2 1an白 色砂

粒

良 好 外 /体部 下半 に

スス付着
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形態・ 手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 底径 器 高

排 水 路 饗 172
単純口縁。肩部水平の
タタキ。のちタテハケ十
内面ナデ

外 /暗赤橙色
～暗灰褐色

内 /暗赤橙色

密, 1～ 2蜘
の白色、灰色

砂地をかな り

多量に含む

やや不良

西壁排水路

外面肩部ナデ。底部付
iLハ ケ。内面ハケのの
ちナデ

外 /肌色～黒

褐色 (ス ス)

内 /肌色

密,白色,雑
色の細砂粒少
量

良 好

G-2礫
底部。外面右上りのタ
タキ。内面ハケ。底部
粘土接合痕あり。凹状
になる

暗灰褐色 密,長椰

粁

G-lSD02 底 部

平底。内外面ナデ 色
色

黒
褐

外
内

1～ 2 EIIの つ
位含む

普 通

SD02
GH-4礫 甕 175

単純 口縁。日縁端 を内

側に肥厚 させる
外 /灰褐色

内 /暗黄褐色

石英,長石の

働 泣含
良 好 外面下半スス付

着

SDo2 小形丸底壷 103

比較的短 い口縁部。外
面 ヨコナデ,底部ヘ ラ

ケズ リ。内面底部細か
いハケメ

内 /淡赤褐色 イを資Xヤ][と

'】

色Zセ,夕と
05～ l EDl¢

ものもみられ
る

普 通

G-5礫
比較的長い口縁部。体

部外面 にハケメ
橙赤褐色 密 良 好

103
茶灰褐色 4/1ヽな長石 ,

石英粒

GH-5礫
西壁排水路北方

小 形 器 台 127 100
外面 タテ方向のヘラ ミ

ガキ。 脚内面 シボ リメ

三方透 し

乳白色 φ2山前練
砂粒含。あサ
き色の粒確

普 通

SD02 杯 142
外面・杯内面ヘラミガ
キ。三方透し

乳褐色 05～ 1011
の砂粒少し澄
む

南西隅礫層 164
深 く屈曲す る杯部。屈

曲部にヘ ラによる4条
の沈線

渕呪色 1両鵡 の味
色砂粒を多量
に含む

良 好

G-lSD02
直線的に大き く開 く脚

部。 4方透 し
灰褐色 l�前後の砂

笠多い。2du
立の物 もある

普 通

GH-4礫 須 意 器 甕

口縁端に平坦面。
口縁下に隆帯。ク
よる波状の文様

面
に

外
シ

外 /黒灰色
内/緑がかっ

た灰色

露 良 好

S D 0 3

SD03 甕 32 2

口縁 に 4条の凹線。肩

部に 2段の列点
暗褐色 lm前後のD

位含む。05
Dlく らいのも
ゆ多とヽ

普 通 外 /ス ス付着

161

口縁 に 3条の凹線。肩

部に列点

灰褐色 lHDく らい¢

砂粒少しみB
れる。微細靱

粒多やヽ

良 好 外 /ス ス付着

18 5

口縁 に 4条の凹線 淡褐色 1～ 051m¢
砂粒含む

やや不良 外 /回縁部 スス

付着

179
回縁 に 8条の経凹線 淡灰褐色 lm以下のを

狙之少し惜製
`

普 通 外面一部スス付
着

160
口縁 に貝殻腹縁 による

沈線

乳褐色 ユumく らい互
砂粒多い

外 /ス ス厚 く付

着

-88-



挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 t耐

形態 。手法の特徴 色   調 胎  土 焼  成 備 考

口径 踊 登 器高

SD03 餐 23 9
口縁に クシ描 きの平行
沈線。下半はナデて消

す

淡灰褐色 1～ 21Eの辺

粒多 く合む

普 通 外 /全 面にスス

付着

32 0

回縁に貝殻腹縁による

沈線。上部 ナデて消す

外 /淡赤黄色

内 /灰色

l BII以 下の辺

粒多い。 1皿

以上の ものと

多い

やや不艮

13 0

口縁に貝殻腹縁 による

沈線

灰褐色 05mく らヽ
の砂粒がごく
少量みられそ
きめ力%田い

普 通 外 /ス ス付着

181
l du前 後の辺

粒含む

不 良

180
回縁外面文様 な し。内

面ヘ ラ ミガキ
外 /淡赤黄色
内/灰褐色

1硼以下の2
粒少 し含む

良 好

36C
口縁外面に クシ状工具
による波状文

淡赤黄色 05m以 下¢

砂粒非常に参

やや不良

一望 182
口縁外面に 3条の凹腺

頸部 に刺突文

淡い褐色 l�前後の靱
粒多い

普 通

24 2
ラッパ状 に開 く口縁部

端面 に 4条の凹線

淡赤褐色 1噸 の靱

粒含む

甕

肩部に連続す る刺突文 淡灰褐色 lm以下のIl

粒多い

20 ,
単純口縁。端部にナデ
によるアクセント

暗赤褐色 l�前後の翻
粒多くみらイ
る

内外面に一部ス
ス付着

鼓 形 器 台

外面貝殻腹縁による平
行沈線。筒部,内面ヘ

ラミガキ

淡褐色 1～ 2 mIの靱

粒少 し含む

やや不良

赤灰褐色 l mmく らい¢
蠅 釣

176

下台部外面員殻腹縁に
よる平行沈線。内面ヘ

ラミガキ

暗褐色 lm以下朗
粒多い。2皿

くらいのも互
もみられる

普 通

154
上台,下台間比較的縮

約

濃褐色 断面|こ

`よ

l Hl

以上の砂粒奄
みられる

脚 付 鉢 20 (
大形で深い杯部。外面
ハケメ。内面暗文状の
ヘ ラミガキ

淡黄褐色 05m以下¢
砂粒多い

良 好

甕

複合日縁。薄く引き出
したような口縁部

内 /灰褐色 05m以下¢
砂粒含む

普 通 外 /ス ス付着

20 2
外 /淡褐色

内 /灰褐色

05～ 1 0HL

以下の砂粒参
い

やや不良

162

複合 回縁。日縁端部丸

くおさめる。肩部I〔 貝

殻腹縁 による平行線文
と文様帯

淡黄褐色 05Ш以下¢

沙粒多い

普 通 外面一部スス付
着

190
外 /黒褐色

内 /灰褐色

1～ 2面の毛

粒多い

やや不良

-89-



図

号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 tldl

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
日径 睡 器高

SD03 甕 259
複合 回縁。比較的高い

口縁部は端部を外方 に

折 り曲げる

淡責褐色 2如くらいの
砂丼立少しみら
れる。 lm以
下のもの多い

普 通

196
乳褐色 05m以 下の

砂粒多 く含む

やや不良 外面一部 にスス

付着

149
複合 回縁。口縁端面に

1条の沈線
外 /濃肌色

内 /濃肌色～

汚れた肌色

05～ l lmの

砂泣多く含む
不 良 外 /一部 スス付

着

132
複合回縁。回縁端丸く
おさめる

外

内
/淡赤褐色

/褐白色

051n前後の

砂粒多い

16 0
複合回縁。日縁端をわ
ずかに内側に折り曲げ
る

乳褐色 lm以下の砂

立多い

やや不良

139
複合口縁。日縁端に平

坦面をつ くる

外

内
/砂色

/淡赤灰褐

色

l IIIく らいの
砂粒少し含む
それ以下のも
の多い

普 通 外 /一部スス付

着

174
明るい肌色 05m以下の

砂粒多い。1

nlく らいのも
のもある

やや不良

SD03上 層 底 部

かすかな平底。外面ハ

ケメか。内面ヘラケズ

リ。底部に指頭圧痕

内 /ご く淡い
赤褐色

1噸以下,特
こ05m以下
D砂穆 H常に
レtヽ

不  良 外 /全体にスス

が付着 してい

たと思われる

SDo3 甕 146
単純日縁。日縁内外ハ

ケ。体部外面左上がり
のタタキ。内面ケズリ
ののち粗いハケメ

外 /灰褐色

内 /淡褐色
長石 ,石英,茶

褐色の位子

良 好 外 /一部スス付

着

109
単純 回縁。端部を内側
に肥厚 させる

灰褐色 05噸程度の
砂粒を少量含
む

150
単純回縁。端部は丸く
おさめる

淡褐色 05m以 下の

砂砂 し釣

全体的にち密
である

やや良好

158
単純 回縁。端面に 1条
の沈線。端部を内側 に

肥厚 させる

淡灰褐色 石英,長石の

細砂泣含

普 通

188
単純口縁。端部丸くお
さめる

灰色 05m以 下の

砂粒多い
やや不良

141 216

複合口縁。比較的短い

日縁 は端部を折 り曲げ

平坦面をつ くる。球形
に近 い体部

黄褐色 石英の細砂粒

鋤 ,ゞ麟
噛

良 好 口縁部対向する
位固に黒斑あり(

火にイまかけな力】

ったものかスス

付着せず。底部
穿孔

壷 127 短く内傾する国縁 乳褐色 05～ lum¢

砂泣含む
普 通

221
複合口縁。 □縁端は外

方に折 り曲げる。顕部
に刺突文

淡褐色 05～ l IIIの

砂粒非常に多

内外面ハケメ。内面顕
部下に指頭圧痕

色

色

褐

褐

乳

灰

外

内
05噸以下の
砂粒非常に多

やや不良

顕部片。「S」「O」 の
スタンプをおす

淡赤黄褐色 05m以下の
砂粒非常に多

普 通
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号

挿
番

出 土 地 点 器  種

法 量 td
形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

回径 底径 器高

SD03 士軍 201
複合口縁。国縁端を折

り曲げ端部 に平坦面を
つ くる

汚れた黄褐色 05～ 10m
の砂粒を多 く

含む

普 通

25 1
複合 口縁 。日縁端を外

方 に折 り曲げる。頸部
ハケ原体による刺突

乳黄褐色 lm以下の2
粒多い

外面一部スス付
着

261

複合 口縁。頸部 を欠 く。
日縁端 ,肩部に円形浮

文。肩部,日縁内面に

鋸歯文

色
色

白
褐
色

乳
茶
白

／
淡
乳

縁
／
／

日
外
内

¢lln前後の

大位のもの合

む。角のとれ

た丸い粒目立
つ。体部片茶

色の粒多い

やや不良 口縁/内側黒斑
あり

甕 105
「く」の字に外方へ折り
曲げた日縁。端部丸く
おさめる

外

内
/黒灰色
/淡褐色
9りl色 )

1噸以下の辺

笠多 く含む

普 通

170 底 部

内凹になる小形品の底

部

外 /灰褐色
内/灰色

辺

範む
卜
蛤

不 良

短 頸 壷

短く直立する回縁をも
つ小形の壷。肩部に文
様がある

淡赤貢色 硼
む雌籍

１

笠
やや不良

甕

短く折れ曲がる国縁。
端部は丸くおさめる

灰褐色 院佃砂粒多ヽ

底 部
平底。調整不明 淡灰褐色 lШ くらい¢

恥 少し含と

平底。外面ヘラミガキ。
内面ハケ

灰褐色

内面は少 し白
っ1ぎい

倣細砂地多い
l IImく らいの
ものもある

普 通

175 古
ロ 杯 16 2

ゆるやかに屈曲 して開

く杯部。内面底部放射

状のヘ ラミガキ

暗黄褐色

1鰯ジ
やや不良

15 8
外面横方向のヘラミガ
キ。内面放射状のヘラ
ミガキ

淡黄灰褐色 lIEま での細
いい砂粒を多
く含む

良 好

104

中空の脚柱 淡赤褐色 微細砂粒多い
05～ l duく

らいのものも
ごく少畳

普 通

中実の脚柱。外面 タテ

方向のヘ ラ ミガキ
灰褐色

］的
やや不良

穿孔のある高杯脚。外
面はタテ方向のヘラミ
ガキ

外 /朱色

内 /乳褐色

lutく らい¢
砂粒含視
0 5dm以下C
もの多い

良 好 外面,杯内面 に

赤色塗彩

大形品の脚柱部。外面
タテのヘ ラミガキ。内

面ヘラケズ リ

淡黄褐色 l mmく らいの
砂粒多い。
1 5maく らい
のものもある。

普 通

小 形 器 台 100
浅い受部。上端は短 く

立ち上がる。内外面 ヘ

ラミガキ

淡褐色
口縁部外面黒

色

1硼以下の砂

粒含む

杯

杯底部から屈曲して大
きく開く脚部。透し穴
数不明

外

内
/淡褐色

/暗桃色

05～ lEmの
砂粒非訂こ多

不 良

穿孔のある脚部。内外

面ヘ ラ ミガキ

乳赤黄褐色 微細砂粒多く
含む

やや不良

低 脚 杯 11 1
比較的小ぶりな脚に浅
い杯が接合する

淡赤褐色 1四前後の砂

粒多い

-91-



図
号

挿
番

出 土 地 点 器  種

法 量 tml

形態・ 手法 の特徴 色   調 胎  土 焼  成 備 考
日径 睫 器 高

SD03 低 脚 杯
比較的小ぶりな脚に浅
い杯が接合する

灰褐色 05m以 下の

砂粒含む
普 通

鼓 形 器 台 28 6

大形の製品。外面 ヨコ

ナデ。上台内面ヘラ ミ

ガキ。下台内面ヘ ラケ
ズ リ。筒部内面は稜線

となる。186,187は 同
一個体の可能性 あ り

淡赤黄褐色 2～ 3 mmO砂
位もみられる

1噸以下のも
の多い

24 2
赤黄褐色 良 好

188 コ シ キ 140

コンキ形土器口縁部か
直立する日縁

外 /淡褐色

内 /淡 い庚挑
色

1～ 1 5mmの

恥 台 過 。 1

m以下のもの

多い

普 通

逆円錐形を呈する。内
外面ハケメ

淡赤褐色 lm以下の砂

位含む

装 飾 壷 23 0

口縁,頸部各部に平坦
面をつくり,板 による
刺突で飾る。「U算形
スタンプは日縁外面

外 /口縁部黒

色 ,日縁以

下淡褐色～

淡黄褐色

石英 ,長石 ,冨

略

良 好

ハ  ニ  ヮ
タテ方向のハケメ。内
面工具によるヨコナデ

淡褐色 太粒の石英,

覇 合む
内面に赤色顔料
をとどめる

高いタガを もつ。外面
左上が リナナメのハ ケ
メ。内面丁寧なナデ

E英,長石¢
連交會伏 粒¢
Ь¢近多と的澄

外面に赤色顔料
を塗布するか

吉 備 系 土 器

SD02 吉 備 系 壷 19 9

直立に近い口縁外面に
6条の沈線。頸部にも
同様の沈線。内外面ヘ

ラミガキ

褐色 釜雲母 ,黒住
の光沢あるU
位含。比較壁

酵

良 好 外面,日縁部内
面赤色塗彩

E-4礫 灰粘

顕部。外面タテハケの
のち,ヘ ラによる沈線

明淡褐色 密,白色」砂
粒を少量含む

北壁排水路

平行沈線を欠く。内外
面ヨコナデ

淡褐色 密,白色小砂
粒約

淡赤茶色の顔料

を内外面に塗彩

E-4礫 灰粘

顕部。外面タテハケ。
内面ヨコのヘラケズリ

内 /灰褐色

断 /暗灰色

lm前後の自

色砂粒を多く
釣

外面赤色顔料塗
彩

H-2,3土○ 23 8

回縁端部を折 り曲げ ,

その端面に 4条の平行

沈線。内外面組いハケ
メ

外 /暗褐色

内 /暗褐色～

黒色

黒色の細砂粒
候 母含む

FG-4礫
灰色粘

26 0

複合口縁。日縁部直立
に近 く立ち上が る。内

面にカキメ状のハケメ

淡褐色 覇 細砂粒 目
立つ

内外面とも赤色
塗彩

南西隅礫層 25 1

大きく開く口縁。端部
を折り曲げ平坦面を作
る。外面ヘラミガキ,

内面ハケのちナデ

外 /茶灰色
内 /灰褐色

l�前後の砂
立を多量に含
」(白色,灰色
村瓢と,黒色)

SD02礫 層

肩部。外面はタテ方向
のヘラ ミガキ。内面は
ヨコ方向のヘ ラケズ リ

暗褐色 g英 ,長石,黒

ヨの光凩ある
ξ, 葬託ヨ¢鴻立
袷

普 通 外面赤色塗彩

「土」は土器溜 りの略
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出 土 地 点 器  種

法 量 tml

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備  考
回径 底径 器高

201 内

土
壊

３
墓

褐

●
１
黒

一

Ｘ

一

甕

複合 回縁。 国縁端 に平
坦面をつ くる

外/灰白色～
淡赤褐色

内/淡赤褐色

φlm以下¢
E英 。長石・
援 母含む

普 通

202

D-2・ 3土
D-2・ 3土④

SX01
SX01基 崚 内
D-3黒 褐
D-2黒 褐

C-2黒 褐

223

複合 回縁。長 く立ち上

がる日縁部。複合回縁

部下方 にたれ る。肩部
に波状の文様

淡赤褐色 φl動前後の

覇 目立つ
不 良

D-2・ 3土
D-2
SX01
SX01墓壊内

複合口縁。長 く立ち上

がる口縁。肩部 に刺突

文

黒 っばい赤褐
色

石英,長石¢
細砂粒多い

やや不良

D-2・ 3土①

単純 口縁。端部に 1条
の沈線

灰褐色 石英,長石φ
lm離 のも
の目立つ。卓
鞭

D-2 3土④
単純日縁。端部丸くお
さめる

淡橙色 ¢

ギ

増

幅

顔

百

佃

や

普 通

D-2・ 3土④ 175
複合 日縁。長 く立ち上

がる口縁。端部に平坦

面をつ くる

外 /淡褐色
内/黄褐色 申蝦

外面スス付着

D-2 3土⑤

複合口縁。内傾する日

縁部。 日縁端は外方に

短 く折 り曲げる

肌 色 難 して丸 く

なっ鞭
ミ茶色の靱湘

艶 。 麟

良  好 外面赤色顔料塗

布か。外面スス

付着

③
④
③

土
土
土
土

３
３
３
３
褐

・
・
・
・
黒

一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

高   杯

大形の製品。やや深い

杯部。内外面ともヘ ラ

ミガキ

赤褐色 個砂粒含。金

雲母含

赤褐色を呈する
色調は二次携成
を受けたための
ものか

④土３
褐

褐

・
黒

黒

一　

一　
一

Ｄ

Ｃ

Ｄ

大形の製品。やや浅い

杯部。内外面 ともハケ

メ

淡赤褐色

中藝穀D-2・ 3土④
D-2黒褐

長い筒状の脚部。外面
ヘラミガキ

石英,長石の
細砂粒やや多
帝ヽ

やや不良

D-2・ 3土①
長い筒状の脚部。外面
タテハケ

外 /責灰白色
内/暗赤褐色

石英,長石な
柳 砂粒含

良 好

D-2・ 3土④
D-2黒褐

脚裾部。外面タテのヘ

ラミガキ
淡赤褐色 石英 ,長石 ,金

雲母含
普 通 内面に5本線の

ヘラ記号

D-2・ 3土
D-3黒褐

筒状の脚部。外面ヘ ラ

ミガキ,内面ヘ ラケズ

り

lm以下の靱
笠含む

D-2・ 3土④
D-2黒褐

脚下半部。外面ヘ ラミ

ガキ。内面ハケメ。透

穴11個残存

淡褐色 微細な靱鴻惨

④
内

土
土
壊

３
３
墓
褐

・
・
１
黒

一　
一
Ｘ

一

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｃ

低 脚 杯

直線的に開 く浅い杯部 淡赤掲色 ψ lDm蝉_

石英,長石造
む

やや不良

C-2黒 褐
C-3黒 褐
D-2黒 褐

D-2・ 3土器溜

大形の製品。わず力Hこ
内湾する杯部。外面ハ

ケ,内面放射状のヘラ
ミガキ。脚接合時の刻
み目がみえる

淡赤灰褐色 lm前後の靱
舷を多く含也

良 好

「土 」は土器溜 りの略
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 td
形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

口径 底径 器高

D-2・ 3土
D-2・ 3土⑤
D-2黒褐

鼓 形 器 台 212 188 103
上台 ,下台間縮約 した

もの。上台端面は平坦

面をつ くる

外 /淡褐色

内 /黄灰色～

淡褐色

日英,長石の

用砂粒含
普 通

D-2。 3土
D-2・ 3土①
D-2。 3土⑤

24 7 214 118
大形の製品。上・ 下台

間縮約する。端部丸 く
おさめる

淡赤褐色 l ltaま での4
少泣を含む

良  好

②
Ｏ
③

土
土
土

一　

二

Ｄ

Ｄ

Ｄ

24 3 22 4 118
淡赤橙色 1硼未満の長

ζ,石英粒を

,く 含む

おおむね良

好
一部軟質

D-2・ 3土①
D-2・ 3土④
C-2黒 褐
C-3黒 褐
D-2黒 褐
D-3黒 褐
SX01

31 7 23 1 139

極大形の製品。上・ 下

台間縮約。端部に平坦

面をつ くる

赤褐色 百英 ,長石の

(B砂粒多い
普 通 赤褐色の色調は

二次的に焼かれ

た ものか

X

C・ D-4土O 甕 175
複合口縁。薄 く引き出
したような日縁

淡灰褐色 14mま での長
石,石英粒を
かなり合む

やや不良

222 D-4土③ 151
複合口縁。日縁端を丸
くおさめる

黄灰褐色 φlШ以下の
石英目立つ

普 通

223 D・ E-3土④ 160
複合口縁。日縁端は外
に折 り曲げる。肩部 に

雑に刺突文

灰褐色

い∞庖
良 好

224 D・ E-3土 ③ 188
複合口縁。日縁端は外
に折り曲げる。肩部に
雑に波状文

白褐色

(日 縁端

黒褐色 )

lm未満の長
S,石英粒を
tく さん含む

225 D-4土② 147
複合日縁。薄 く引き出
したような口縁部。肩

部平行線文

淡橙色 φlШぬ2¢】三
石,石英

DoE-3土 ①
D・ E-3土

①～④一括

157
複合口縁。薄く引き出
す日縁部。肩部に雑な
平行線文

外 /茶褐色

内 /責褐色～

茶褐色

ξ英,長石φ
lm以下のV」

立含む

普 通

D・ E-3土④ 153
複合 回縁。比較的短い

日縁は端部を丸 くおさ
める

外 /灰褐色～

暗褐色

内 /黄褐色

雪英など細砂

立釣
良 好 外面スス付着

DoE-3土 ③ 21 3

複合口縁。比較的高い

回縁部。端部は外に折
り曲げ ,平坦面をつ く
る。肩に雑な刺突文

外 /灰褐色～

肌色
内 /淡黄褐色

ζ英,長石 φ
llm前後のも
D目立つ

229 D-4土 ① 141 22 8
複合口縁。短く立ち上
がる日縁はわずかに内
傾。かすかな平底

淡黄灰色 細砂粒含む ,

あずき色の砂

粒

普 通 下半にスス厚 く

付着

D-4土③
D-4灰職こ

22 1 34 6
複合 口縁。高い口縁部。

端部は平坦面をなす。
かすかな平底

石英砂粒 (φ

lm以下)目
立つ

外面肩部以下ス
ス付着

D-3土
DoE-3土 ③

杯 128 138
やや深い杯部に屈曲し
て開く脚部。4方透し
か

淡灰褐色 細かい砂粒を

含む
やや不良 赤褐色の顔料塗

彩

232 SX06 小形丸底鉢 174
稜を もつ 口縁部か ら屈

曲 してやや深い杯部に
いたる

外

内
/淡灰褐色
/灰色

石英 ,長石目
立つ

普  通

①

②

土

土
一　　　　　　　　　　　　　　一

Ｄ

Ｄ
杯 22 9

丸味を もった杯部。脚

柱内面接合時の深い刺

突

淡褐色～肌灰
色

小砂粒を多く
含む

「土」は土器溜 りの略
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出 土 地 点 器  種
法 量 tnl

形態・手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備   考
口径 醒 器 高

DoE-3土 ① 鼓 形 器 台 217
比較的高い上台部。内
面ヨコ方向のヘラミガ
キ

外 /淡灰褐色
内/湊橙色

石英,長石屯

どφlm修
の地 の砂塙
多い

不 良

C・ D-4土⑤

比較的低い下台部。端

部に平坦面をつ くる
淡褐色～灰褐

色

2alま での2
位を多量に全
LX長石,石英
茶色砂粒)

良 好

S X 0 8

236 SX08ビ ット内 饗 23 5
複合回縁。員殻腹縁 2

単位による平行沈線
乳白色 φlm前後の

地 の石英 ,

覇 含む

普 通

SX08いント上面 器    台

大形の製品。上下に拡

張 した端部に凹線。内

面細か いヘ ラ ミガキ 拗呻
石

細
良 好

238 鼓 形 器 台

大形の蝸 上制 亀上台

下端は下方にたれ下がる

内面細かいヘラミガキ

黄褐色

S X 0 9

SX09 鼓 形 器 台

大形の製品。高い上台。
上台下端員殻 による 2

段の刺突文

外 /赤褐色
内 /責褐～赤

褐

石英 ,長石砲

どφl�前参
の もの含む

普 通

高   杯

大形の製品。脚外面ヘラ

ミガキ。杯内面放射状の
ヘラミガキ。 3方透し

外 /黄褐色～

淡赤褐色

内 /淡赤 褐色

金雲母,石英 ,

長石の細闘

含む。土は搾

選されたし剪

良 好

SX1 0

24ユ SX10 甕

単純口縁。わずかに内
湾して直線的に立ち上
がる。球形の体部。外
面は細かいハケメ。内
面ヘラケズリ

外/肌色～淡
赤灰色～灰
色～黒灰色

内 /肌色

1～3 EIBの薄

耗した円礫花

多量に合む

やや不良

S B 0  1

SKll GB01) 甕

複合口縁。薄く引き出
す口縁。端部丸くおさ
める

赤味がか った

淡褐色

石英,長石¢

細砂粒釦 :

密

良 好 外面スス付着

SK06 GB01) 鼓 形 器 台

上・ 下台間比較的広い

下台部比較的高い
灰色がかった
淡黄褐色

石英,長石,茶

色の砂粒かな
り目立つ

やや不良

SK05 GB01) 低 脚 杯 47
小ぶ りな厚手の杯部。
やや深い。直線的に開
く脚部

淡黄灰色～灰
褐色

石英,長石の

大粒の砂粒含
む

SB0 2

SB02 甕

やや厚手の口縁部。端

部かすかに折 り曲げ ,

平坦面をなす

肌色

断面 /黒灰色

白色微砂粒を

含む

良 好

高   杯
厚手の小ぶりな杯。外
面かすかにハケメ

茶橙色 奪,白割 潮

笠を含む

やや不良

247 〓望

回縁下にかすかに屈曲
をもつ

淡橙灰色 密,白色,暗膠

色の微砂粒壱

釣

良 好

「土」は土器溜りの略
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CD-4区 土器溜 り

国

号

挿

番 出土 地点 器  種

法 量 tml

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
日径 醒 器高

CoD-4土 ② 甕 156
複合回縁。比較的長い
口縁部をもち,端部は
軽く外方に折り曲げる
か,丸 くおさめる

外 /淡褐色

内 /淡橙褐色
密,l mm未満
の長石 ,石英 ,

灰色の砂粒を

釣

普 通 口縁部にスス付
着

161

濃灰茶色 密,lШ未満
の長石,石英

良 好

C・ D-4土 ⑦ 174
淡肌色 1蛹 帳

石,灰色,茶色
の砂粒をかな
り釣

普 通

C・ D-4土③ 16 8

淡褐色 l lmま での長
石,石英,雲母
茶色砂粒をた
くさん含む

口縁部外面に黒
褐色のススが一
部付着

252 C・ D-4当③ 191
淡褐色～暗灰

褐色
lm未満の長
ζ,石英粒を
テ量に合む

C・ D-4土⑥ 20 5

淡褐色～淡灰
褐色

l�前後の長
ζ粒及び灰～
音灰色砂粒を

'電

融に釣

やや不良

254 C・ D-4土〇 20 0
淡褐色～暗灰

褐色

g, lШ前後
D長石粒を含

す

良 好

C・ D-4土② 20 7

淡肌灰色 1～ 2mの長

石,石英 05
m以下の雲母
を多量に含む

やや不良

C・ D-4土◎ 21 9
外 /肌色～暗

灰色

内 /肌色

雪,徴小な長

S,石英粒を

窒む

良 好

C・ D-4土⑥ 205
淡橙色～灰掲

色
lmま での長
ζ,石英粒を
いなり含む

普 通

C・ D-4土① 170

淡褐色～灰茶
色

l�前後の白
L,灰色,透明
D砂粒を多量
こ含む

150
橙灰色 1-の 白

ヨ砂粒を多 く

多む

やや不良

C・ D-4土O 167
淡褐色 0, l lttIま で

9長石粒少量
良 好 外面の一部にス

ス付着

CoD-4土 ② 152
淡茶灰色 奮,lШ以下

D長石,石英

立

外面にはスス付
着

262 C・ D-4土① 145

淡褐色 密,長石石英,

罰 ,稲 色
等の細砂粒を
かなりて静よ

C・ D-4土⑩ 18 6
灰褐色 密, 1-

の砂粒をかな

りて頚b

C・ D-4上① 16 9
外/灰褐色
内/淡橙色

密,触 長

石,石英粒

外 /一部スス付
着

「土」は土器溜 りの略
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図
号

挿
番

出 土 地 点 器  種

法 量 tnl

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
回径 醒 器高

C・ D-4土③ 甕 163

複合回縁。比較的長い

回縁部をもち,端部は

軽 く外方に折 り曲げ る

か ,丸くおさめる

淡褐色 lm未満の長
石,雲母等の

砂泣をかなり

合む

良 好

13 8
淡橙褐色 lm未満の長

石 ,雲母 ,灰色
の砂粒含む

C・ D-4土① 187
淡褐 色 密 , 1 1ulま て

の長石,石英

粒をかなり含

む

日縁外面に黒斑

C・ D-4土〇 16 8
lda前後の長
石粒をかなり

含む

一部スス付着
一部赤味を帯び
る

C・ D-4土 ⑥ 17 8
淡肌色 l mmAの 白在

及び暗灰色靱

粒を多く合も

270 29 8
複合 回縁。比較的長い

日縁部を もち,端部を

軽 く外へ折 り曲げる

淡褐色 (口 縁

外面橙褐色～

暗褐色 )

l DIま での長
石,石英粒

普 通

C・ D-4土〇
C・ D-4

土①O下層
157 25 4

複合日縁。比較的長い
日縁。端部を外へ折り
曲げる。倒卵形の体部。
かすかな平底

外 /淡褐色～

黒灰色

内 /淡褐色

石英 ,長石 φ
l硼以下の も

幡

良 好 外 /ス ス付着
内/炭化物付着

272 D-4土○ 169 29 2
回縁端部丸 くおさめる。

倒卵形の体部。かすか

な平底

淡黄灰色 φl回以下の

石英 ,長石含

む。やや砂質

不 良 外面スス付着

273 C・ D-4土◎ 19 2

複合回縁。口縁端は丸
くおさめる。よく張っ
た肩部

淡褐色 14d前後の懃

粒を多量に追

む (白色 ,灰色

劇 弓)

良  好 日縁 と体部外面
に一部スス付着

c・ D-4土〇 150
複合口縁。口縁端は狭
い平坦面をつくる

～lmの長通
粒を多量に合
む

体部と口縁の一
部にスス付着

C・ D-4土① 158
複合口縁。高い口縁。
端部は外に軽く折り曲
げる。肩部に板による
刺突文

外 /淡褐色～

灰褐色
内 /淡褐色

lm前後の砂

位を多量に台

む

普 通 外 /下半にスス

付着

CoD-4土 ④⑥ 36 2

大形の甕。複合口縁。
日縁上端で平坦面をつ

くる

淡褐色 1山前後の砂

粒(白色 ,灰と

透明 秦 色等)

を多量に含む

良 好 日縁外面に一部

黒斑

C・ D-4土⑩ 192
複合日縁。比較的長い

日縁部は,端部をわず
かに外方に折 り曲げる

淡橙褐色 雪

278 C・ D-4土〇 156
淡褐色～灰褐

色

l IIllま での長
石粒をかなり
含む

CoD-4土 ⑩ 178
淡赤灰色 lm前後のコ

笠を多量にε
IF

不  良

C・ D-4土② 188

淡灰褐色 密,lШ前後
の砂粒をかな

り釣 。 2～
3111の砂粒を

春干含む

普 通 回縁の一部 と胴

部下半にスス付

着

SD05土 坑部 128
単純回縁。丸味を もっ

た体部。外面に水平の

タタキ

灰赤色 1～ 3Шの自

色 ,暗灰色の

砂泣

良 好

C・ D-4土 ⑥ 132
単純日縁。右上が りの

タタキ。内面ヘ ラケズ

リ

灰茶色 密 ,2 1ulま で
の白色粒を含

む

体部 下半スス付

着

「土 」は土器溜 りの略
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図

号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 tml

形態・手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 底径 器高

C・ D-4土① 甕

単純口縁。右上が りの

細かいタタキ。のちハ

ケ。口縁内 ヨコハケ。

体部内面ヘラケズ リ

濃褐色～一部

黒褐色

長石,石英 ,雲

母の率巴砂粒を
かな り釣

良 好

CoD-4土 ①⑥
C・ D-4土
D-5黒褐下層
D-2黒褐

瓦質 土器

半球形の体鴇  1対の
平面四角な把手。円孔
をもつ。外面は辺2～
3 Halの 菱形のタタキ。
内面は当て具の痕跡か
把手上下にヘラ沈線

灰色 寄醒さオιる力ゞ

嬢 泣を含む

285 ①土
土

一　
一

Ｄ

Ｄ 甕 120 146
単純 回縁。球形に近い

体部。痕跡 は見えない

が ,タ タキで整形か。
小 さい平底

淡黄褐色 石英φlm前
陵のもの目立
つ。痛 色の

位神 。

普 通 外 /胴部最大径
以下スス付着

内 /底部付近 ス

ス付着

286 C・ D-4土⑥ 士望 175
複合日縁。日縁端をわ
ずかに外方に折り曲げ
る

淡褐色 密, lHnま で

の白色砂粒を

若干含む

C・ D-4土①⑩
D-4礫灰色粘

23 5

外 /灰褐色

(一部黒色 )

～淡橙色

内 /灰褐色～

淡褐色

lm前後の長
石.石英粒を

かなり含む

良 好

288

CoD-4
土⑥⑦下層

SD05土 坑部
C・ D-4土 ⑩
F-3土 O
D-4黒 褐下層
D-4灰 褐

125 273

単純口縁。屈曲 して開
く回縁。体部外面タタ

キのちヘラ ミガキ。か

すかな平底。肩部内面
は回縁接合時の指頭圧

痕

外 /淡褐色

内 /灰色～灰

褐色

底部黒褐色

lШ前後の暗

灰色,茶褐色,

白色の砂粒を

含む

外 /体～底部に
かけてスス付
着

289 CoD-4土 ② 21 2
複合 回縁。比較的長 い

回縁部を もつ
淡褐色 (口縁

外面の一部黒

灰色)

長石,石英 ,冨

周鳴

“

の砲野田rd

砂粒を含む

290
CoD-4

土③Э下層
杯 26 5

浅く屈曲して開く杯部 黄褐色 lm前後の靱

立含む
普 通

C・ D-4土②
丸味を もつ杯部。脚接

合時の刺突痕が見え る

淡灰褐色 lRかい砂粒を

多量に含む
良 好

292 C・ D-4土⑩ 127
やや長い脚柱部。外面
タテハケ。内面ヘ ラケ
ズ リ。据内面ハ ケメ

淡褐色 l anま での細
砂粒を多量に

含む

普 通

C・ D-4土 ①⑩ 139
淡褐色 (一部

黒斑 ) は風
密，‐の長石剥

良 好

C・ D-4土① 直 口 壷 103
直立する日縁部。肩部
にクシ状工具による平
行沈線

褐色 1■Щ労輔街¢剪曼
石粒を多量に
含む

C・ D-4
土③⑦下層 小形丸底鉢 100

短い口縁。やや深い体
部。外面一部をミガく
か

茶灰色 密

296 CoD-4土 ③ 鉢 126
深めの杯部。内外面に
ヘラケズリ

淡橙褐色

C・ D-4土⑩ 鼓 形 器 台 23 9 20 8 110

上・ 下台間縮約 した製

品。端部を折 り曲げる。

外面 ヨヨナデ,上台内

面ヘ ラミガキ,下台内

面ヘラケズ リ

灰色がか った

淡桃褐色

lm以下の振

石 ,石英粒 ,1
～ 2umの灰∈

砂粒をかなり
含む

C・ D-4土〇 22 7
漁燈褐色 密

C・ D-4土① 22 7
淡灰褐色 普 通

「土」は土器溜りの略
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図

号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 t耐

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

口径 底径 器高

C・ D-4土③ 鼓 形 器 台 21 1 185 108

上・ 下台間縮約 した製

品。端部を折 り曲げる。

外面 ヨコナデ,上台内

面ヘ ラ ミガキ ,下台内

面ヘ ラケズ リ

淡灰褐色 φl噸以下の

石英,長石か

なり含む

普 通 脚台内面に 2本
線のヘラ記号

C・ D-4土 20 0
灰橙色 コυN少粒を

多く含む
やや不良

CoD-4土 ③ 215
薄肌色 色色,透明 ,茶

馳 の細砂を

多量に含む

普 通

外 /淡桃褐色
～暗灰褐色

/淡褐色～

暗灰褐色

内

1蜘未満の長

S,石英粒を

きむ

良  好

淡褐色 鵠 色,透明 ,

色色の細砂を

彊 に含む

305 C・ D-4土○ 190
外 /灰褐色

内 /淡褐色

lHlま での白
色及び灰色の

砂粒約

普 通

DE-3区 土器溜 り

DoE-3土 ① 蜜 161 23 4
複合口縁 。比較的高 い

日縁部。倒卵形の体部。

痕跡的な平底

外 /肌色～淡
赤褐色

内/淡灰褐色

石英,長石 φ
l面前後のも
の多い

不 良

D・ E-3土〇 227
複合口縁。比較的高い

口縁部 。端部を外方 に

軽 く折 り曲げる

明淡褐色 ユ噸未満の亡
色砂粒及0明
小な透明砂4
を含む

良 好

E-3土① 230
淡褐色 細かい砂粒え

かなり含む

DoE-3土 ⑭ 20 2

1～ 2叫(¢

砂粒を多く台
む。4～ 5Ш

大の砂過)涯

166
橙褐色 1画前後の靱

粒 色 色 透明

を多く含む

外面スス付着

130
複合 回縁。内面は頸部
か ら直線的に立ち上が

る

乳灰色 白色,茶色,逐

明等の微砂湘

を多く含む

普 通

135
単純回縁。丸味をもっ
た顎部から直線的に開
く日縁部。

淡灰褐色 l�前後大¢
砂粒(白色,透

明)晃と参多く徴

良 好

138
複合 回縁。比較的短い

口縁部。端部をわずか
に外方に折 り曲げる

灰褐色 1雨 のビ

色及び透明屯

打砂 泣を多 く

釣

普 通

170
白色砂粒を含
む

良 好

232
複合回縁。比較的長い

日縁部。端部を外方 に

折 り曲げる

淡褐色 lm未満0/1

砂粒を含む

E-3土① 166

lm前後の長
石 ,l HDま で
の石英,金雲

母多量

外面スス付着

「土」は土器溜りの略
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図
号

挿
番

出 土 地 点 器  種
法 量 ed

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
回径 雌 器高

E-3土② 甕 128 複合 口縁 。短 く内傾す
る国縁 部

淡茶褐色 l lllまでのコ
隣

良 好

DoE-3土 〇 16 4
複合口縁。やや短い日
縁は,端部を外方に折
り曲げる

淡灰褐色

卿御
白

多
外面の一部にス
ス付着

15 9
肌灰色 微砂沐立を含也

G英 ,長石)

複合 回縁 。比較的長い

口縁は端部で平坦面を
つ くる

外 /橙灰褐色

内 /淡肌灰色

白色,透明,灰

色,綿 色等
の微 卜な砂粒

を多く含む

普 通

E-3土〇 15 2
淡褐色～灰茶

褐色

l II m前 後の長

巨多数

良 好

E-3土⑥ 杯 172

丸味をもってやや深い
杯部。厚手。内外面ヘ
ラミガキ

薄肌 色 l DInま での石

英,茶褐色 ,

頃色砂粒をた

くさん含む

E-3黒 褐 脚 付 杯 124
小ぶ りな丸味を もった

杯 に中実の脚が接合す
る。内外面ヘ ラミガキ

淡茶褐色 と,lld離
D長石,石英

笠

DoE-3土 ⑫
D-3上
D-3黒褐

杯 186 126 139
屈曲を もち,やや深い

杯 に中実の脚が接合す
る。外面 ,杯 内面ヘラ

ミガキ

淡赤褐色 石英,長石含
む。どことな
く在地のもの
と上が異なる

普 通 外面・ 内面赤色

顔料 塗布

E-3土 ① 17 5

短い筒部か ら大 き

く裾部へいたる。

透 し

開

方
淡褐色～淡灰

褐色

05Ш大の/1N

砂粒 笛 色,暗

褐色 ,金色等)

を多量に含む

良 好

E-3土③ 141
長 い筒部の脚。外面ヘ

ラ ミガキ。内面 シボ リ
メ ,裾部ハケ

淡褐色 lШ未満の細
かい砂粒をか

なり含む

D-3土 低 脚 杯 160 65
丸味を もち,比較的深
い杯部

外 /淡褐色～

褐色

内 /淡橙褐色

l dIIま での長

石,石英,雲母

多

やや不良 脚及び杯外底部
スス付着か

329 E-3土④ 小 型 器 台 10 7 134 100
回縁 下に突帯のある受

部。大 き く開 く裾部。
4方透 し

淡灰褐色
聯

慟 ゞ 良 好 外面 ,受部赤色

塗彩

380
D・ E-3土 ⑩
E-3土

突帯のある受部。中実
の脚柱部

淡橙褐色 l mmuでの白
色,暗灰色の

砂粒を含む

D-4礫 灰色粘
D-4灰 色粘
D・ E-3土 ⑩

鼓 形 器 台 21 1 191 113

縮約のすすんだ上

台。外面 ヨコナデ

台内面ヘ ラ ミガキ

台内面ヘラケズ リ

下

上

下

肌灰色～灰橙

褐色

1～ 2 1al大の

昆石,石英粒

を多 く含む

やや不良

DoE-3土 ⑩ 20 8
淡褐色～淡橙

色

l tta前 後の長

石,石実を多

く含む

良 好

D・ E-3土③ 22 2
淡褐色 lm前後の砂

位(白 色灰色 )

を多く含む

普通～

やや不良

F-3区 土器溜 り

334 E・ F-3土③ 甕 144 218

複合 口縁。全体に厚手。

肩部に波状文。体部上

半祖い ヨコハケ。下半

細かいタテハケ。球形
に近 い体部

淡灰褐色 石英 ,長石¢

lB砂粒含む。
し腋 罐

良 好 回縁部余 り丁寧
に仕上 げない。

体部 に焼成後の

穿孔。外面スス

付着

「土」は土器溜りの略
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 tIE

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 底径 器高

F-3土 ① 甕 162 24 9

複合 口縁。比較的高い

口縁部は端部を外方 に

折 り曲げ ,端部に平坦

面を作 る。球形に近い

体部

外 /淡灰色
内/淡黄灰色

石英,長石含

むが比厳試臨

良 好

E・ F-3土⑥ 165

複合 回縁。日縁端に平

坦面をつ くる。肩部 に

波状文。球形に近い体

部。体部上半粗いハケ。

下半細かいハケ

淡灰褐色 外面スス,内面

炭化物付着。底

部穿孔か

F-3土⑮ 171

複合回縁。端部を外方
に折り曲げる

淡乳褐色 lm前後のを

沼Z少 し雀口よ。
0 5om以下¢

もの多い

普 通 外面一部 スス付

着

159

乳褐色 l�前後のを

粒少 し含む。
05m前後¢

ものは多い

やや不良

F-2・ 3土③ 162

複合口縁。口縁端外方
に折り曲げ平坦面をつ
くる。肩部刺突文を施
すが一周しない

淡黄褐色 石英,長石 ,ζ

雲母の綱位ぞ

む

良 好

F-2・ 3土① 149

複合 回縁。 日縁端に平

坦面をつ くる。肩部に

刺突。体部上半に細か
い ヨコハケ。下半に細
か いタテハケ

淡灰褐色 石英 φ lul^
2 mIの砂粒f
むが比較罐

外面スス付着

F-3土⑩
F-2・ 3土③

143

単純 口縁。端部内側に

肥厚 し,平坦面をなす。

内面屈曲部の少 し下ま

でをヘ ラケズ リする

桃色がかった
オレンジ

微砂粒多 く遣

む石英,涎
粒子

E・ F-3土① 144 173
複合 口縁。端部に平坦

面をつ くる。肩部に平
行沈線。球形に近い体部

淡黄灰色 石英,長石¢

細砂粒含む

普 通 外面 スス付着

F-3土 ○ 11 7
複合口縁。端部を外方
に折 り曲げる。肩 に刺

突文があるが一周 しなし

淡橙灰色 石英,長石 φ
lm以下のも
の多い

良 好 底部以 下スス付

着

F-3土⑤ 150

複合 回縁。端部を外方
に折 り曲げる

明るい肌色 1 5EDく らt

の砂粒少涯確
む。lII以下
のもの多い

普 通

F-3土① 146
複合口縁。端部を平坦
面とする

淡赤褐色

内面一部灰褐

色

lm前後のコ
粒多い

外面スス付着

F-2・ 3土③ 20 2
複合日縁。薄 くひき出
したような口縁。端部

を外方に折 り曲げる

外 /淡肌色

内 /汚れた赤
褐色～灰褐色

1～ 1 5Em¢

砂粒かなり違
む

やや不良

F-3土〇 16 2
複合 口縁。比較的高い

回縁部。端部を外方 に

折 り曲げる

淡灰褐色 石英,長石ち

ど細砂粒多↓

やや砂質

F-2。 3土〇 155
黄白色 全斗本I〔を朔雪 普 通 外面にスス付着

F-3土 ④ 18 6

複合回縁。比較的高い

口縁部。端部は丸 くお

さめる。肩部に波状文

肌 色 lm未満の雰
色と暗灰色,

白色砂泣を歩

量に含む

E・ F-3上① 脚付小形甕 118
複合 日縁。lmが付 く。

外面を丁寧 にみが く。

底部に ヒビ

淡灰白色 ゆl EEttM資 2
石英,長石雀
む

口縁 内に 4本線
のヘ ラ記号

F-3土⑫ 甕 11 6 126
単純 回縁。突 り気味の

底部。外面 ミカキで光

沢を もつ

淡灰褐色 常選され密 良 好 外面スス付着

「土」は土器溜 りの略
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図

号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 団

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
回径 醒 器高

E・ F-3土⑩ 甕 104 11 6
複合口縁。 日縁端軽 く

外へ折 り曲げる。国縁

外面縦のヘ ラ ミガキ

淡茶褐色

石英，…輔
長石合 良 好

F-2・ 3土〇 15 3
複合口縁。端部外方に

折 り曲げる
明褐色 1編 のアト

抄泣を多 く含
I」・

外面スス付着

F-2・ 3

土④①③
F-3土○

199

複合 口縁。比較的高い

回縁。端部 には平坦面
をつ くる。肩部に波状
文

外 /淡灰褐色

内 /淡黄灰色

石英,長石¢

lH砂粒含む

普 通

F-2。 3土① 153
複合口縁。低 く内傾す
る国縁 。端部丸 くおさ
める。球形 に近い体部

淡灰白色 石英,長石の

六粒の砂粒含

む,砂質

不 良

F-3土 〇 20 1 355
複合口縁。端部に平坦

面をつ くる。球形に近
い体部。肩部に雑な波

状文

石英,長石の

細砂粒含む

良 好 外面肩部 に赤色

顔料付着か

F-2・ 3土② 195 263
複合口縁。大 き く開き

端部を折 り曲げる国縁。

頸下端 に突帯。球形の

体部

外 /橙色～肌

色

内 /淡赤褐色
～肌色

石英,長石の

細砂粒やや目

立つ

普 通

358 F-3土⑤ 177
複合口縁。端部 に平坦

面をつ くる。よ く張 っ

た体部。平底

肌色～淡褐色 石英 ,長石な

ど徊砂粒含む
良 好 底部穿孔か。底

部の破片を欠く

359 E・ F-3土⑩ 20 7

単純回縁。直線的な回

縁。端部は平坦面とす
る。頸下端 に突帯

淡黄灰色 1～ 311大の

暗灰色,茶捜

色砂粒を多く

釣

外面の一部黒褐
色,ス スによる
ものか

F-3土⑫ 直 口 壷 105

複合口縁。筒状の日縁

部。端部丸 くおさめる。
口縁外面に タテのヘ ラ
ミガキ

淡黄褐色 05m以 下の

細かい砂粒多
い。ごく少逼
lm以上のも
のも含む

普 通

F-3土③ 士笠 156

単純 口縁。外反 して立ち
上がる回縁。端罰 ま上方
に引き上げる。外面かす
かにタタキ痕をのこす

淡灰黄色～淡

庚燈色

1～ 3m勉
茶博色,灰裾
色,白色の砂

粒を多 く含L・

良 好

E・ F-3土 ① 小形丸底壷 109

偏平な体部か ら,内湾
して立 ち上がる口縁部

脚があるものだ ったか

内外面部分的にハケメ

を とどめる

外 /だいぶ風

化 している

うすいオレ
ンジ色

内/回縁部
うすいオレ
ンジ色,胴
部―白褐色

lm以下の砂

粒多 く含む

石英,長石含

む

F-3土⑫ 105
直線的に立ち上が る国

縁 部。体部外面にハケ
メ

赤褐色 05～ llmの
砂粒 ごく/1/1

告む

不  良

F-3土 〇

偏平 な球形の体部か ら
直線的に立 ち上が る回

縁部

灰 白色～淡灰

色 (黒斑 )

百英 ,長石の

佃砂粒含む,

少質

やや不良

F-3土③
F-3
黒褐色土下層

一望

短 く直立す る国縁割亀

肩部に波状文

肌色 髄 ,   囀

と,白色の砂

立(l mmt)を
書む

良 好 口縁部内外面に

スス付着

F-3土 ⑩⑤⑫
F-3礫
E・ F-2黒 褐
E・ F-2アゼ内
E・ F-3黒 褐

直 口 重 13 2

直線的に開き,高 く立

ち上が る日縁部。偏平
な球形 になると考え ら
れる体部。体部外面ヘ

ラミ鵜 口縁内面に暗文

外 /茶褐色
内/灰褐色

七較的情選さ
れる。白色の

立子C喜百か)

筈む

普 通 外面,頸内面 ,

赤色塗彩

E・ F-3土② 小形丸底鉢 137

屈曲のある日縁か ら,

比較的浅めの体部。内

外面ヘ ラミガキ

淡褐色 lШ大の嘩

色砂粒を多く

含む。長石 ,

石典舷若千

良 好

「土」は土器溜りの略
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図

号

師

番
出 土 地 点 器  種

法 量 td
形態・ 手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

口径 底径 器高

F-3土 ① 蓋 124
大き く開 く裾部 。
に厚手。外面ヘラ

キ,内面ナデ

体

ガ

全

ミ
淡黄褐色 1～ 2mの砂

粒がみられる
普 通

F-3土〇 底 部 22
小形品の底部。平底。

内面ヘ ラケズ リののち

ナデ

赤褐色 1～ 15m¢
砂泣含む

F-3土○
D-4土 鉢 135 11 0

単純口縁。端部をわず

かにつまみ上げる。平

底。外面ヘ ラ ミガキ。

内面 ケズ リののちナデ

外 /淡赤褐色

内 /黄褐色

細砂泣含むか

瞭 鑢

良 好 外面 スス付着

E・ F-4土③
F-3
黒褐色上下層

杯 28 3

大形の製品。ゆるやか

に開 き ,やや深い杯部

淡褐色 長石,石英 ,暗

灰色砂粒等の

微粒を多く含

む

F-3土〇 10 0
中実の脚柱部。短 い脚

裾部

灰色～灰褐色 密,小砂粒を
締 む

杯部 内面 ,脚部

外面に赤色顔料

塗彩

F-2。 3土〇 21 9

ゆるやかに開 き,やや

深い杯部。脚柱内面に

脚接合時の刺突痕

灰 白褐色 lln以下の細
かい砂粒 (白 ,

茶 ,灰色等)を

多 く台逝

F-3
黒褐色上下層

21 1

直線的に開く浅い杯部
内外面ハケののちヘラ
ミガキ

渕帆色 i lalまでの2
粒(白色,暗房
色,半透り を
多く含む

一部黒斑

F-3土⑦ 279
大形 の製品。 ゆるやか

に開 くやや深い杯部
淡褐色 1回未満の縦

かい砂粒を多
く含む

F-3土 ①
F-3礫 低 脚 杯 24 4

大形の製品。直線的に

開 く浅い杯部。外面ハ

ケ,内面ヘ ラ ミガキ

淡褐色～淡橙

褐色

llnま での損
石,石難 多

F-2・ 3土⑥ 179

湾曲 して開 くやや深い

杯部。 内外面ヘラ ミガ

キ。底部 に脚接合時の
ハケメが残 る

外 /淡赤褐色
～淡橙灰色

内/淡赤褐色
～灰褐色

051m大のコ
粒を多く含と

外 /一部黒斑

F-3土〇〇
F-3黒褐

12 1

湾曲 して立ち上が るや

や深い杯部。比較的高
い脚が接合する。外面
ハケ ,内面ヘ ラ ミガキ

を とどめる

淡灰褐色～黒

灰色

石英,長石

F-3土 ②③ 鼓 形 器 台 22 8 192 106
上 。下台間縮約したも
の。筒部内面をヘラケ
ズリする

淡赤褐色 普 通

F-3黒 褐下層 19 8
筒部 内面は稜に近 くな

った もの。上台外面に

1単位の平行線文

淡灰褐色 石英,長石 ,

金雲母含む
良 好

E・ F-3土 O 185 160
やや厚手。上・ 下台間

縮約 したもの
淡明褐色 1唖未満のつ

粒を多 く含と
普 通

E・ F-3土③ 142

下台に 3方透 し。焼成

後 ,丸い穴をあける

灰褐色 l�前後の長

石,石英及0
暗灰色砂粒竜

多く食む

やや不良

F-3土① 21 5 196 188

上・ 下台間縮約 した も
の。筒部内面は稜線に

なる

淡黄褐色 石英,長石な

ど大粒の砂粒

含tlBゞ 比較的

密

良 好

F-2・ 3土①① 20 4 167
上・ 下台間縮約 した も
の

黄灰色 石英,長石の

細砂粒含むが

″腋 崎

385 E・ F-3土⑥⑦ 157 a9 下台に 2個 の穿子し。焼

成前 に丸い穴をあける

淡褐色 1～ 2 EII大 ¢
砂粒多い

「土 」は土器溜 りの略
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図
号

挿
番

出 土 地 点 器  種

法 量 tml

形態・ 手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備   考
口径 睫 器高

F-3土 ①
F-3黒 褐下層

コラ■,レユ装器

円筒状の体部。 下端近

くに 1対の環状の把手
を縦 に接合す る

肌色～淡権色 φl～ 24mの
石英目立つ

良 好

F-3土 ②

386と は別個体。下端
回縁部。 日縁付 け根に

1条の突帯

外 /淡桃灰色

内 /淡灰褐色

lm未満の白
色砂粒,透明
砂粒約

普 通

C-3・ 4区土器溜 り

C-3・ 4土① 甕 173

複合 口縁 。比較的高い

口縁部 。端部外に折 り

曲げ ,平坦面をつ くる。

倒卵形の体部

淡黄灰褐色 石英が目立モ

φl四以下

普 通

389 C-2黒 褐 瓦 質 土 器
把手。円柱状。ヘ ラケ
ズ リにより面取 りする

外 /黒灰色

断面 /白 色

側砂粒含trD

雪

良 好

C-3・ 4土② 甕

に
ど
ヽ

方

つ

外
を

部
面

端
坦

縁
。
僻

底

日
山

平

合

り

ｏ

複

折

る

外 /黄褐色～

茶褐色

内 /黒

燎 輔 普 通 外面下半スス付

着 ,ただ し底部
には付着せず

C-3黒 褐 一霊

複合 回縁。大 き く開 く
日縁。端部外方 に折 り
曲げる

淡灰褐色 1～ 2Ш大の
覇 ,石英粒

良 好

C-3黒 褐 高   杯

短い筒部か ら大 きく開

く脚据部 にいたる。 4

方透 し

橙灰褐色 (一

部赤褐色) 帷理的C-3黒 褐 鼓 形 器 台

下台端部を水平に仕上
げる

淡灰褐色 1～ 2Ш大の

白色粒を多く

艶

394 C-3・ 4土① 鉢 125

半球形の深い体部。短
く内湾する日縁部。か
すかな平底。内外面ヨ
コナデ。外面底部ヘラ
ケズリ

色
色

褐
黒

級
醐

個砂粒多い
鱒 ,石英)

普 通

D-5区 土器溜 り

395 D-5黒 褐下層 壷

複合口縁。比較的高い
口縁部。端部外方に折
り曲げる

明淡褐色 白色可砂 粒堪

釣

やや不良

甕 172
単純日縁。「く」の字に
折り曲げる。端部丸く
おさめる

橙灰色 1～ 2m大¢

露衝,嗜灰t
児び切摯剛色懃

笠を多 く含と

高   杯

直線的に開くやや深い
杯部。中実の脚柱から
直線的な脚端部。4方
透しか

橙色を帯びた
淡褐色

1～ 2mの靱
立を多く追池

普 通

EF-2区 土器溜 り

E・ F-2土③ 甕

複合 日縁。日縁端部で
かすかな平坦面をつ く

る。球形の体部

淡褐色 1端 の靱

粒を多 く含も

良 好 胴部下半 スス付

着

399 E・ F-2土⑤ 高   杯

屈曲 して開 くやや深い

杯部。脚柱内面に接合

時の刺突痕

淡褐色 (一部

橙灰褐色)

l lm前後の砂
粒を多く含む

大きく開く脚裾部。4
方透し。内外面に細か
いハケメ

淡赤褐色 の
む鉤蟻

E・ F-2土① 低 脚 杯

ゆるやかに立 ち上が る

やや深 い杯部。杯 ,脚
端部は平坦に仕上 る

淡褐色 lmmmの砂
修

脚内面に2本線
のヘラ記号

「土」は土器溜 りの略
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EF-4区 土器溜 り

図

号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 trD

形態・ 手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

口径 1貞径 器高

402 E・ F-4土① 甕 177

複合口縁。 国縁端は平
坦面をつ くる。体部外

面上半組い ヨコハ ケ ,

下半粗いタテハケ

赤掲色 φlm前後の

石英,長石含

む力蜂 的密

良 好 外面スス付着

15 1
複合 回縁。 うす く引き

出 したよ うな国縁部。

複合部の突出度低 い

灰桃色 長石,石英 ,灰

色砂粒をかな

り含む

やや不良

404 E・ F-4土⑤ 17 0

複合口縁。日縁端をわ
ずかに外方に折り曲げ
る

淡褐色 藍 lEdま での

長石 ,石英,雲

母をかなり合

む

良 好 外面に薄 くスス

付着

E・ F-4土⑥ 148
灰橙色 lm離 の長

石,石英粒を

かなり合む

普 通

E・ F-4土 ③⑥ 168
淡褐色～黒褐

色

長石 ,石英,冨

母の細粒をカ

なり含む

E・ F-4土① 210
肌色～灰褐色 lmmSの 長

石,石英粒を

多量に含む

E・ F-4土◎ 重 19 7
複合 口縁 。端部を外方
に折 り曲げ,平坦面を
つ くる。肩部に波状文

淡褐色～灰褐
色

l EElま での長
ξ,石英粒を
卜なり含む

良 好

E・ F-4土⑤ 低 脚 杯 167

ゆるやかに立 ち上が り,

やや深 い杯部。脚に 2

穴の穿孔

外 /暗灰褐色

司呪色

内 /淡赤灰色
～肌色

llmま での長

5,石英粒を

身量1こ含む。
1～ 2 Hmの長

E粒若干

やや不良

F-4土◎ ミニチュア鉢 73 55
日縁に手づ くね痕。平

底

肌 色 政砂粒約 良 好

E・ F-4土① 鉢 125 63

平底か らわずかに内湾

して立ち上が る。外面

右上が りのタタキ。底

部 も叩 く

淡赤灰色 雲耗 した黒色

らずき色の砂
立含む

普 通

器

中空の筒部か ら上下に

短 く広が る。 内外面祖
ぃハヶ。上台内面簾状
のハケ

オレンジがか
った灰白色

肇減 した砂粒

艶

良 好

G 区

G-6黒 褐 士璽 139 31 1

単純口縁。平底。肩部
にヘラ楢きの文様。日

縁・体部外面上半ハ先
体部外面下半ヘラミガ
キ。体部内面上半ヘラ

ケズリのちナデ,下半
ハケ。粘土輪積み痕残
る

黄褐色～淡橙
色

φ2～ 3111,

茶,黒色の摩
罷した円礫目
立つ力澄

良 好

肩部 ,底部

に一対の黒

斑

外面 ,国縁 内面

赤色顔料塗布か

H-2・ 3区土器溜 り

H-2・ 3土 甕 155
上方 に くり上げた口縁

外面に 3～ 4条の凹線

回縁は内傾する

淡褐色 l mmtの 白佳

覧び透明な砂

立を含む

良 好

H-3土 17

灰褐色 lm未満の小

ひ地 (白色)を

釘む

「土」は土器溜 りの略
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 Cm
形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

回径 睫 器高

H-2・ 3土 甕 159
くり上げた日縁 に 3条
の凹線。肩部にヘ ラ状
工具による 2段 の刺突

肌 色 半透明のノJ屹

粒を含む

良 好

122

回縁に 4条の回線。口

縁 2穴 の穿子L

淡橙褐色 lm前後の2
拉(白 ,透明 ,

半透明)を台

む

口縁部内外面 に

赤色塗彩

甕 126
外方に折 り曲げた単純
口縁。端部に平坦面を
つ くる

外 /黒褐色
内 /淡橙灰色

lШ大の砂電
を含む

15 1
長 くくり上げた日縁外
面に 6条の擬凹線。ロ

縁内面ヘラ ミガキ

外 /黒褐色

内 /淡褐色～

褐色

白色及びB1/
な打砂 泣 (1
an大)を飩

スス付着

H-3下 層

Fl
m
25 7

22 4

22 4

長 くくり上げた日縁外
面に貝殻腹縁 による平
行線文。肩部に も同原

体による波状文

明肌色 1動未満の砂

粒仮 色,透明

茶色,白色)を

多く含む

H-2・ 3土〇
日縁外面に擬凹線。体
部に焼成後の穿孔

淡茶褐色～暗

褐色

lШ大の白住

砂粒を含む

H-2・ 3土〇

日縁に貝殻 による平行
沈線。上半 はナデて消

す

淡肌色 コ色,肌色の
」妙粒を含む

423
H-2。 3」閉く路

黒色土

口縁に擬凹線。肩部 lC

刺突による列点文
淡褐色～橙褐

色

l mmtの砂泣
を含む 伴 握

明,自 ,金色)

スス付着

H-2土
口縁に貝殻による平行

沈線。日縁 内面丁寧な
ヘ ラミガキ

淡褐色～灰褐

色

1唖点の白色

沙泣を含む

131

くり上げた口縁外面に

6条の擬凹線。頸部外

面 タテハケののち ,ヘ
ラ描きの擬凹線

外 /灰褐色

内 /暗灰褐色

1噸大の砂粒

白色,茶褐色

旨庭 , 光」R
Dあ る黒色等
と多 く合む

H-3土 149
単純回縁。 日縁端 に 2

個 1対の円形浮文

乳褐色 (ス ス

によ って大部

分は黒褐色)

1～ 2 alm大の

鶴 明砂粒を

筈む

スス付着

H-6サブトレ 150
日縁に貝殻による平行

沈線ののちナデ
淡褐色 白色砂舷を含

む

H-2・ 3」,粘
黒色土

口縁外面に 3条の凹線|

筒状の頸部内面 には シ

ボ リメ

肌 色 白色及び半透
明の4砂泣を
含む

H-2・ 3土② 32 5

日縁外面に 2条の凹繍
口縁内に 5条 ,顕部下

半に4条のヘラ摘沈線。

肩部にクシ状工呉 によ

る列点

淡肌色

断面ヨ 詈

を軸

釦

白

多

H-3下 層 底 部 77

平底も外面ハケ,内面
ヘラケズリののちナデ

外 /乳灰色

(一部淡橙色

内 /灰褐色

lm大の砂粒
的 色 ,半透明

宇)を多 く含

`

431 H-2。 3土
平底。外面ヘラミガキ,

内面ヘ ラケズ リ
乳褐色

底部―黒

1～ 2m大の

ひ粒 を多 く含

`

H-2土
上 げ底気味の平底。内

面ヘ ラケズ リ
外 /淡赤褐色

内 /淡褐色

1硼前後の砂

粒(半透明,白

色)を多 く含

む

H-3下 層

平底と外面ハケ,内面
ヘラケズリ

外 /暗褐色

内 /灰褐色

1動未満の白

色及び透明砂

位を多く含む

「土 」は土器溜 りの略
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図

号

挿

番 出 土 地 点 器  種
法 量 tra

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 醒 器高

H-3下 層 底 部 77
上げ底気味の平底。内
面ヘラケズ リ

橙褐色～暗褐

色

l mmAの 砂粒

(白色,透明)

を多 く含む

良 好 スス付着

H-2・ 3土 高 杯 か 20 2

直線的な脚裾部。端部
で平坦面をつ くる。内

外面ハケののちヘ ラ ミ

ガキ

肌 色 密,自色」半H

粒を含む

鼓 影 器 台 15 7
上台外面に貝殻腹縁 に

よる平行沈線。内外面
丁寧なヘ ラミガキ

淡灰褐色～暗

灰褐色

密,1卿未満
の砂壮 (白9
を若干含む

302
下台部外面に員殻によ

る平行沈線。外面ヘ ラ
ミガキ,内面ナデ

淡灰褐色 l mmtの 砂杓
(白色,半透げ
を多く含む

H-5区 土器溜 り

H-5土 甕 170

複合口縁。薄 く引き出
したような比較的高い

回縁部。端部は丸 くお

さめるものが多 い

淡灰色 05～ lal¢

石英を鉤
質

不 良

201 淡褐色 雪 良 好

H-5土O 193 淡灰色 ,

淡灰褐色

一部 やや密,饉
聯

や や 良
一部不良

H-5土 166
淡褐色 粗 1～ 2EDの

長石 ,石英他
の砂粒を多墨
に釣

やや不娘 口縁外面の一部
スス付着

442
淡灰褐色 密,15H館

度他石英螂

的多

不 良

H-5土③ 154
やや密 普 通

444 H-5土 17 2

外 /淡褐色～

嗜灰色

内 /淡褐色～

暗赤褐色

lalま で銹
石,石英粒搭
多量に含む

やや不良 スス付着

445 H-5土① 16 7
灰褐色 長石目立つ

,

石英少量
普 通

165
淡褐色～淡灰

褐色

長石 ,石英互

細砂粒を多優
に含む

一部不良

H-5土 318
複合 回縁。薄 く引き出

した比較的高い口縁部。

端部に平坦面

黒灰色～淡褐

色

やや粗 φl肛

以下の石英E
立つ

良 好

24 6
復合 回縁。薄 く引き出
した比較的高い口縁部

淡灰褐色 やや粗 3m¢
砂粒あり

やや不良

(一部不良 )

士空 175

複合日縁。薄 く引き出
した比較的高い口縁部

外 /赤味を帯
びた暗茶褐

色

内 /茶灰色～

淡褐色

lmまでのF
石,石英を参
量に含む

やや不良

～不良

196
複合回縁。直立す る短
い回縁。全体に厚手

呻

棚羅語司疋色をは
さんだチンド状

lm前後の振

石,石英粒を

多量に含む

やや不良

H-5土
H-5土③⑩
G・ H-5礫

199
複合回縁。直立 に近い

薄 く引き出 したよ うな
口縁部。肩部で張る

外 /淡橙灰 白

色

内 /灰白色

石英 ,長石¢

砂粒多 い。靱

質

「土 Jは土器溜 りの略
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図

号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 td
形態 。手法の特徴 色   調 胎  土 焼  成 備 考

回径 底径 器 高

H-5土〇 鼓 形 器 台 28 7
外面ヨコナデ,内面ヘ

ラミガキ
暗褐色 φ lIII納 ¢

石英,長石雀
むが密

良 好

H-5土③Э 166
外面ヨコナデ,内面ヘ

ラケズリ
淡灰 白色 l latま での長

石,石英粒
普 通

454 H-5土 杯 139
長い筒状の脚部 淡褐色 長石,石英

H-5土④③③ 甕 167
単純日縁。体部外面粗
いハケ。粘土接合痕が
みえる

外 /淡褐色

内 /灰褐色
長石 ,石英多 スス付着

H-5土 O 167

単純 口縁。□縁端を軽

くつまみ上げる。体部

外面右上がりのタタキ。

内面ハケののちナデ

外 /橙赤褐色

内 /暗橙褐色

～橙赤褐色

2 EIIま での白

色,暗灰色の

砂地をかなり

含む

15 7

単純回縁。日縁端を軽

くつまみ上げる。体部

外面右上が りのタタキ
ののち粗いハケ。内面

ナデ

外 /橙褐色

内 /橙色～暗

赤褐色

lm以下の長

石, 1～ 2DI
の灰色砂粒 ,

1～ 2mの黒

灰色砂粒を多

量に含む

H-5土◎ 155
単純回縁。体部外面右
上が りのやや細かいタ

タキ。内面ナデ

外 /淡橙色

内 /淡灰色

φl～ 2 4unチ

の大粒の砂猛
多く含榜 遊

良  好

14 4
単純 回縁。体部外面右

上が りの粗いタタキ。

内面組いハケ

淡褐色 1画以下の振

石,茶褐色靱

粒を含む

回縁外面にスス

H-5土
H-5土①

146
単純日縁。体部外面右

上が りの タタキ。 内面
ハケののちナデ

外 /湊燈色
内/淡橙灰色

長石 (1～ 2

11)目立つ
,

石英

スス付着

Ｈ

Ｇ

-5土③⑤⑥
・H-5礫 13 9

単純 回縁。日縁端軽 く
つまみ上げる。体部外

面右上が りのタタキの

のち,粗いハケ。内面
ヘ ラケズ リののちハケ

淡黄灰色 大粒の砂粒台

む ,亦掲 色¢

粒子 (φ l^
2 mI)の も互

目立つ

普 通 外面スス付着

H-5土 ①③ 148

単純日縁。日縁端軽く
つまみ上げる。体部外
面右上がりの粗いタタ
キ。内面丁寧になでる
が,ハケ原体あと見え
る

細砂粒含む

H-5土 ④

単純日縁。日縁端軽 く
つまみ上げる。体部内

外面ハケ

淡赤褐色～橙

色

長石,石英,葬

樗色の砂泣を

かなり台む

不良～

やや不良

H-5土 ⑤ 149

単純口縁。 日縁 は大き

く外反する。体部外面

右上が りの タタキのの

ち ,粗いハケ。内面祖
いハケ

外 /黒色

内 /黄 味がか

った灰 白色

長石砂粒含と

茶色の砂粒省

む

良 好 外面スス付着

H-5土⑥ 192

単純回縁。短 く開 く口

縁部。体部外面左上が

りのタタキののち組い
ハ ケ,内面ヘ ラケズ リ

淡黄褐色 φl～ 2111¢

醜 した砂電
含む,茶色¢
円礫多い

普 通 外面スス付着

H-5土 28 6

単純口縁。日唇端 に 3

条の沈線。外面 タタキ

ののちハケ,内面ハケ

淡橙褐色 密,大粒の2
粒含む

H-5土 ⑥ 149

単純日縁。体部外面右

上が りのタタキののち
ハケ,内面ハケ

外 /淡褐色～

黒褐色

内 /淡褐色

密,長石粒屡
び褐色砂粒少

量

良 好 スス付着

「土」は土器溜 りの略
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 td
形態 。手法の特徴 色   調 胎  土 焼  成 備 考

口径 底径 器高

H-5土 蜜 13 4

単純日縁。体部外面右
上が りのタタキののち

細かいハケ ,内面ケズ

リののちハケ

外 /赤褐色

内 /淡橙色
φl山前後互

砂粒含む,を

質

やや不良 スス付着

151
単純 回縁。体部外面右

上が りのタタキ,内面
ハケ

外 /橙褐色

内 /橙褐色～

茶褐色

1～ 4Elのを
粒をかなりぞ
む

普 通

H-5土③ 133
単純 回縁。日縁端軽 く
つまみ上げる。体部内

面ヘ ラケズ リ

淡褐色 長石,石英え

含む

良 好 口縁部の外面 と

内面の一部 にス

ス付着

体部外面粗いハケ,内
面粗いハケののちナデ

橙褐色～暗灰
褐色

1面前後の振

石 ,石英粒

普 通

H-5土①

体部外面水平の粗いタ

タキ。下半はタタキ痕

をなでて消す。内面粗
いハケ

外 /淡褐色～

黒褐色

内 /淡褐色

密 ,長石 ,石豪

茶褐色の砂柚

粁

良 好 スス付着

H-5土 179
単純回縁。日縁端丸 く

お さめる。日縁内面ハ

ケ

肌 色 綿 倣 粥

灰色の砂粒を
かなり含む

普 通 一部スス付着

163

渕 凱色 1～ 31mの茶
融 び灰色
砂粒を多量に
釣

H-5土③⑥ 145

単純 口縁。日縁端に平

坦面をつ くる。体部外

面右上が りのタタキの

のち粗いハケ,内面ハケ

外 /淡褐色～

黒色

内 /淡褐色

1～ 2 unの長

石粒及0沫褐

色砂粒を若干

釣

スス付着

H-5土 154
単純回縁。口縁大き く

外反する。体部外面右

上が りのタタキ ,内 面

粗いハケ

外 /黒褐色

内 /淡褐色
密 ,1～ 2面
の茶褐色砂粒

を静

良 好

H-5土⑥
体部外面右上がりのタ
タキののちハケ。内面
ハケ

外 /淡褐色～

黒褐色

内 /淡褐色

lШ前後の茶

樗色砂粒を含
む

H-5土〇
体部内外面粗いハケ 外 /淡褐色

内/淡灰白色
覇 及0沫褐
色砂粒をかな
り釣

H-5土③
体部外面ヘラでなでる
か。内面ヘラケズリ

淡褐色

体部下半黒褐
色

長石,石英を

釣

スス付着

480 H-5土⑤ 136
単純 回縁。体部外面右
上が りのタタキ ,下半
ヘ ラケズ リ。内面ナデ

灰褐色 石英多い。や

や砂質

H-5土 106
単純 日縁。体部外面右

上が りのタタキののち
ハケ ,内面ハ ケ

橙色 lm前後の白

色,茶揖色砂

粒

普 通 口縁 ～肩の一部
にスス付着

H-5土③
単純口縁。体部外面右
上が りの タタキののち

細かいハケ。内面ナデ

淡橙色

一部濃橙色

1～ 2 EIの砂

粒を含む 錯

干)やや粗い

やや不良

H-5土 ① 121

複合 口縁。わずかな届

曲で短 く立ち上がるロ

縁。体部内外面ハケの

のちナデ

外

　

内

/淡褐色～

黒褐色
/淡褐色

lm前後の雰

掲色砂粒。振

石,石英粒を

かなり含む

良 好 スス付着

単純口縁。体部外面右

上が りのタタキ,内面
ハケ

濃橙色と灰橙

色
覇 粒裕 と 一部不良

H-5土 108
単純回縁。口縁・ 体部

外面にタタキ痕。体部

外面タタキのちハケ ,

内面ハケののちナデ

外 /淡茶褐色
～黒色

内 /淡茶褐色

碕,1～ 2卿
の白色 ,黒褐
色砂泣を/1/1

釣

良 好 スス付着

「土」は土器溜りの略
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 闘
形態・手法の特徴 色   調 胎  土 焼  成 偏 考

回径 底径 器高

H-5土 ⑩ 甕 122 単純口縁。体部外面ヘ

ラミガキ
淡褐色 必,長石h~EI

含む

良  好

H-5土①

球形の体部か らゆるや

かなカーブで国縁部に
いたる。内外面ナデ

淡褐色～暗灰

褐色

31dま での葬

弓色及び暗房

ヨの砂粒を控

よ

普 通

H-5土〇 甕

体部外面右上が りの タ

タキ。部分的にハケ。

内面ナデ

淡灰褐色 lHm前後の房
監～褐色砂疱
をかなり台池

良 好

H-5土
体部外面右上が りの粗
いタタキ,内面ケズ リ
ののちナデ

φlШ前後¢

砂泣含む

H-5土◎
外面下半ヘラケズ リ,

内面ナデ,部分的にハ

ケ

淡褐色 やや粗 ,蕪
色砂粒

スス付着

H-5土 底 部
平底。外面右上が りの

タタキ。 内面粗いハケ
やや粗,石英

釣 ,砂質

平底。外面ナデ,内面
ハヶ

外 /灰褐色～

黒褐色

内 /灰褐色

2mま での暗

灰色,茶色,白

色砂粒を多量
に釣

普 通 スス付着

平底。外面底部付近 タ

タキ ,以上ハヶ。内面

指頭圧痕 ,ハヶ

外 /灰橙色

内 /茶褐 色～

黒褐色

茶褐色 ,

色の砂粒
～ 2 11tc)

量に含む

騨
Ｑ
移

良 好

H-5土 ①
平底。外面タタキのの
ちタテハケ。内面ハケ

外

　

内

/淡赤褐色
～黒褐色

/暗褐色

密

H-5土⑤

平底。外面ヘ ラケズ リ。

内面ナデ。底部中央に

挿入された粘土塊が断

面に見える

淡灰褐色 φl～ 2駆
小石 俸耗し
たもの)φ l

外面スス付着

H-5土 鉢

端部を折 り曲げただけ
の短 い口縁。球形の体

部。外面下半 にハケ

淡灰色 長石粒及0雰
栂色の砂粒
(1～ 211)

を釣

普 通

端部を折 り曲げただけ
の短い日縁。半球形の

体部。上 げ底の底部。

内外面ナデ

外 /淡赤灰色

～淡橙褐色

内 /赤灰色～

淡赤灰色

3 mIま 0長
石位及鎚 臥
色砂泣花かお
りて羊b

やや不良

H-5土③ 底 部

不安定な平底。内外面
ナデ

外 /灰黄色～

暗灰色

内 /灰黄色

断 /暗灰色

密,長石 ,細D
若干 ,石勲

量

普 通

H-5土⑩ 100

直線的に立ち上がる日

縁部。内外面ヘラ ミガ

キ

乳褐色 φlШ竪暫支¢
長石,石英,之

ずき色の聯
した粒子含

良 好

H-5土① 高 杯 か

小ぶ りな脚端部。
の透 し。外面ヘ ラ

キ,内面ナデ

孔
ガ

円

ミ
淡褐色 密

D-4区 上層

501

502

D-4灰 褐粘土 甕 145

複合口縁。比較的短 い

口縁部。端部を外方に

折 り曲げる。倒卵形の

体部

外 /淡褐色

内 /暗灰褐色

細かい長石 ,

石英粒をた く

さん含む

良 好 外 /一面にスス

付着

162

複合回縁。比較的高い
口縁部。端部直下をな
でてアクセントをつけ
る

淡肌灰色 1～ 3 mma砂
粒をたくさん

含む

体部下半 にスス

付着

「土 」は土器溜 りの略
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 t耐

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 底径 器高

D-4礫灰包貼土 甕 22 5

複合口縁 。日縁端を外
方に折 り曲げて平坦面
をつ くる

肌灰色 率日かt｀砂粒

(白 ,灰色,茶
色)をた くさ
ん含む

やや不良

172
外 /淡灰褐色

(一部淡橙色 )

内 /淡橙色

密,細かい損

石粒若干含と

良 好

D-4灰 褐粘土 14 7

外 /淡褐色
内/肌色

細かい長石 ,

石英,暗灰色

砂粒をたくさ

ん含む

178
複合口縁。日縁端を外

方に折 り曲げる
灰掲色 率日かヤ`長5S,

石英粒をた く

さん含む

普 通 外面の一部にス

ス付着

164
桃灰褐色 鏃ｍ

英
２
石

”　
，

１
石

不 良 外面の一部黒色
(ス ス?)

508 14 4
淡桃褐色 1動前後の砂

舷を多く含む

509 160
複合 口縁。回縁端を外

方に折 り曲げる。体部

外面ハケ ,内面ヘ ラケ
ズ リ

淡褐色 l llま での長

石,石英粒を
かなり台む

良 好

152
複合口縁。比較的高い

口縁部は端部にかすか
な平坦面をつ くる

淡灰褐色 側かい砂粒を
tく さん含む

D-4礫 灰色粘 156
肌灰 色 密,1～ 241

の砂粒をか珀

り釣

口縁の一部と体

部下半にスス付

着

D-4灰 褐粘 147
単純日縁。日縁端部は
わずかに内側に肥厚す
る

灰褐色 白色,小砂お
を多く含む

壷 22 5

複合回縁。高い回縁部
は端部を外方に折 り曲

げ,その上面に平坦面
をつ くる。頸部にハケ

原体による羽状文

淡橙褐色 率膀 ゝヽ 覇ヽ ,

石英及び黒灰

色砂粒をたく

さん含む

190
複合口縁。高い日縁詭

端部丸 くおさめる
淡灰褐色

直 口 壷 106 154
タガ状の複合曰縁部か

ら直立 に近 く立ち上が

る日縁。偏平な体部

乳白色 φlm前後の

石英 ,長石
普  通

D-4礫 灰色粘 105
淡褐色 細かい長石 ,

石英粒をたく

さん含む

良 好

鼓 形 器 台 22 0

縮約化が進んだ製品。
上台端は水平にのびる

茶灰色 1噸までの振

石 ,石英 ,暗房
色砂粒をか殉

り含む

C-4礫 灰色粘
D-3黒 褐

D-4礫 灰色粘

23 3 20 9 H7

縮約化が進んだ製品。

筒部内面は稜線 となる
黄橙褐色 (内

面暗褐～黒褐
部分多 し)

l�前後の長

石 ,石英粒を

多く含む

D-4灰 褐粘

筒部～下台部片。外面
ヨコナデ ,内 面ヘラケ
ズ リ

淡褐色 1～ 2 1nIの 砂

粒を含む

杯 140 67
.45

杯部。脚接合痕を削 り

取 ってお り,杯と して

再利用 したものか。内

外面ナデ

淡責褐色 ψl蛹 ¢
石英多数
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図

号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 tml

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
回径 底径 器高

D-4灰 褐粘 杯 182

ゆるやかに開 く杯。端
部を外方に折 り曲げる

肌灰色 lm以下の長

石,石英粒 ,暗

啜色,茶褐色
の砂粒をかな

り含む

良  好

小ぶ りでやや深い杯部。

内外面 ともヘラミガキ
痕をかすかにとどめる

外 /淡褐色

内 /暗灰褐色

l mmuでの長

石,石英,雲母
を含む

やや不良

C-3黒 褐 17 4

低い脚 。裾部は大 き く
広が る。 4方透 し

赤みがか っデ

オ レンジ
微砂粒多い,

石英,長石

良  好

524 D-4礫 灰色粘

ゆるやかに広がる脚鶏

外面ヘラ ミカキ。内面
ヘラケズ リ,ハケ

灰橙褐色 1～ 2Elの茶

掲色,暗灰色

砂泣をた くさ
ん含む

低 脚 杯

外方に大 きく広がる脚(

内外面 ヨコナデ
淡褐色 l mttま での長

石,石英 ,暗灰

色砂粒を含も

その他の地点

E-2礫 重 34 5
大 き く広がる日縁。端

面に 3条の凹線。日縁

内に 4条の沈線

外 /暗褐色

内 /褐色

巴かい長石,

巨英,雲母を

雪む

良 好

E-2ピ ット 24 7
大き く広が る口縁。上

方に くり上げ,端面に

3条の凹線

挑灰色 lШ前後の穆
笠を多く会迪

E・ F-2
黒褐色土 高 杯 か 12 8

脚端面に 3条 の凹線。

全体に厚手

色掲

色

乳

黒

外

内
1～ 211の砂

位含む

やや不良

E-3礫 甕 12 7
単純日縁。短い口縁。

体部外面ハケ,内面ヘ

ラケズ リののちナデ

外/淡赤褐色
内/淡褐色

密 良  好 外/口縁外面に

165

単純口縁。日縁端 に平
坦面をつ くる。体部外
面 ,日 縁内面ハ ケのの

ちナデ。体部内面ヘ ラ

ケズ リ

淡褐色 密,lm以 下
の長石 ,石英 ,

暗茶色砂粒を

含む

E-2ベ ル ト内 底 部

不安定な平底 外面ナ

デ,内面指頭圧痕のの

ちナデ

褐色 雪,小砂粒少

里

532 E-3標 杯 175
水平な底部か ら立ち上

が り,や や深い杯部
淡茶褐色 精選されてい

る
赤色顔料塗彩

113
脚柱部か ら屈曲 して開

く裾部。杯底部の穴に

挿入 して接合

淡橙褐色 ,脚
端の一部黒色

毒, 1麟 の

抄粒少量

E-2ベ ル ト内 脚 付 椀

小ぶ りで深い杯部。杯
部内外面ヘラ ミガキ

淡橙色 雪, lm大 の

コ色砂粒を若

袷 む

E-3礫 脚 付 甕 か 55
低 い手づ くねの脚が付

く。体部内面ヘ ラケズ

リ

茶色 雪 赤色顔料塗布か

F-3礫 甕 148
単純回縁。日唇端をわ
ずかに内側につまみ上
げる。球形の体部

淡灰褐色 嘉百の砂過捨

`

普 通

28 1

複合回縁 。大形品。垂

直に立ち上が る日縁は

上端部に平坦 面をつ く
る

淡黄褐色 0 5dI前後の
砂粒多い。1

mく らいのも
かもみられる

良  好
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号

挿

番
出 土 地 点 器  種

法 量 t耐

形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 底径 器高

F-3SX02東 土製紡錘車

中心孔径 0 8cm。 端部
に 1対 の斜めの穿孔。

その他に も 1個 の小孔

がある。底面内凹みに

なる

淡橙灰色
底面 /灰色

白色 ,暗灰色 ,

茶褐色の小砂

粒を含む

良 好 残存重量 289

一
粘

Ｆ
色

・
灰

Ｅ
礫 重

小ぶ りな体部か ら短 く

立ち上が る日縁部。厚

手

淡褐色 l�前後の長

石,石美位を

多 く含む

口縁外面の一部
と体部。最大径
より下は黒褐色
ススによるもの
か

F-3礫 杯 102

ラ ッパ状に開 く脚部。
内面 シボ リメ。粘土紐
の積上げがみえる

淡明褐色 lm前後の砂

粒多い
普 通

541 椀

小ぶ りで深い杯部。 日

縁部は内湾 して立ち上
が る。外面ヘラ ミガキ

内面ハケののちヘラ ミ

ガキ

外 /暗灰褐色

内 /灰褐色

密,微砂粒を

含む

良 好

F-4礫 灰色粘 も、いご羽口

孔径 12～ 30伽。二

次的な焼成を受け,色
調が 3段階に変化 して
いる

淡褐色～暗灰

掲色～暗赤灰
色

白υ 」ヽ砂粒を

含む

A-4土⑤ 杯 16 0

杯底部か ら稜を もつ屈

曲を経て開 く。端部を

外面に折 り曲げる。内

外面ハケののちナデ。

内外面に暗文

淡褐色 9りl色 ) 初狂)徹キ訂墨さ
れた胎土

B-3黒 褐 213
暗黄褐色 非常に精製さ

れている。石

夢も含祠

`,  

れ珀砂

位釣

B-5礫 灰色粘 小形丸底壺

偏平な体部か ら短 い回

縁部にいたる
茶橙色 lmmmの 長

石粒を含む

の色

か

褐

漆
茶

ｏ

に
物

面

着

内

付

546 B-4土④ 22 3

複合日縁 。高い口縁部
は端部を外に折 り曲げ
る。頸部か ら肩部にか

けて 3段のハケ原体に

よる刺突

黄褐色 φl�前後の

石英,やや目

立つ

B-4土⑥ 甕 117

単純日縁。かすかな平
底か ら細長 い体部。体

部外面肩部 ,下段は右
上が りの タタキ。中段
は左上が りのタタキ。

内面ナデ。粘土紐積上

げが見える

黄褐色
下半赤褐色

φ3～ 4HI¢

砂壮含働 汁t

狡的よくしま

る。赤褐色E
位詢

下半スス付着

H-2・ 3」閉《皓
黒色土

135

偏平な体部。上方に く

り上げた回縁 には 4条
の沈線。体部外面ハケ ,

内面ヘラケズ リ

灰白褐色 密1噸未満の
砂泣(白 ,半透
明,灰色)を含
む

スス付着

西壁排水路 152

単純口縁。国縁端部を

上方にわずかに引き上

げる。体部内外面ハケ

赤褐色～暗褐
色

1～ 3um大の

砂泣 僧 ,暗灰

色,茶褐色)を

多く含む。 5

1-l cmに及
ぶ砂壮 も含む

やや軟質
苺 滅カサ す
んでいる)

550

551

東壁排水路 134

複合日縁。日縁 は短 く
直立す る。肩部に波状

文

乳灰色～淡赤

灰色

l dul未満の砂

笠を多く含む
良 好 外面にスス付着

杯 163

丸い杯部。端部は外に

折 り曲げる。外面ハケ ,

内面ケズ リののちナデ

カぉ 薄手

橙灰色 lm未満の砂

立(白色,透明

宇)を多 く含
I」

「土」は土器溜 りの略
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挿図

番号
出 土 地 点 器  種

法 量 側
形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

回径 醒 器高

552 北壁沿 鉢 124
丸味を もった体部。端
部丸 くおさめる。内面

底部ユ ビナデ

淡黄褐色～淡
橙褐色

1～ 2 nmt¢

砂粒を多く造
む餘掲色,蛯

灰色,白色等,

やや軟質

東壁排水路 低 脚 杯 か

小ぶ りな深 い杯部。内

外面ナデ
灰褐色～褐色 密,鉤粒を

含む
良 好 内外面赤色顔料

を塗布するか

北壁排水路 蓋 118

ラッパ状の蓋本体 に円

筒状の把手がつ く。外
面 ナデ ,蓋内面ヘ ラケ
ズ リ。貫通孔 (径 08
cI I)あ り

淡灰褐色 ,一
部暗灰褐色

l�前後の茶
褐色,灰縫
砂粒を多く合
む

2          彊至

Gl黒 褐 甕 178
複合日縁。比較的高い
回縁。端部は丸くおさ
める

暗紫褐色 白色微砂粒を
含む

やや不良

556 190
単純回縁。端部をわず
かに内側に肥厚させる。
厚手

淡茶褐色 1端 の白

色暗灰色砂柚
を多 くetr

良 好

174
単純口縁。端部で平坦
面をつくる

ヨ色J�刃笠を
含む

558 壷 162
単純口縁。薄 く,高 く

立ち上がる日縁 。外面
ヘラ ミガキ,内面ナデ

外 /淡褐色

内 /灰褐色

inmm¢メリ
立他 ,茶 ,灰 )

と惜望よ

鼓 形 器 台

上台～筒部片。比験 的
長い筒部を もつ もの。
上台上半に貝殻腹縁に

よる平行線文。内面ヘ

ラ ミガキ

灰褐色 l mmtの鈍

値 ,半透明)

を若干含む

560 G2黒 褐 甕 156

複合口縁。 日縁端部 は

丸 くおさめる。肩部 に

クシ状工具 による波状
文

明褐色 lm未満の白
色及び透明砂
粒を含む

一部軟質

高 杯 か

平らな杯底部から外反
して立ち上がる体部。
外面にはクシ描きの平
行沈線。杯内面ヘラミ
ガキ

淡茶褐色 白色,透明 ,黒

色 鋭蓼あ り)

やや軟質

G2・ C3中 間 小形丸底壷 81

球形に近い体部に比較
的短い口縁部が接合す
る。外面ナデ,一部ハ

ケ。体部内面ヘラケズ

リ

外 /淡肌色

内 /淡肌色～

黒灰色

密, lШ緋節
の砂粒を試

普 通
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図版 1

遺跡周辺の航空写真 (白 丸が南講武草田遺跡)

南講武草田遺跡 1区全景 (南西から)



図版 2
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図版 3

SD02(南 東か ら)
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図版 4

SD01～ 03出土遺物



図版 5

吉備系遺物

(北西か ら)SX01003



図版 6

SX03上 面

遺物出土状態 (北西から)

SX01北 端部 (南から)

SX03(南 東から)
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図版 8

SX06(奥 )・ SX07(手 前)(北 東か ら)
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SX09(】 ヒ西から)



図版 9

S X 10出土状況 (南東から)

SB01(】 ヒ西から)



図版 10

‐

出土遺物 (SX03;218・ 219,SX06;229～ 232,SX08;
SB01 ,242-244)

236～ 238, SX09, 239 ・ 240,



図版 11

|ゞ孫|
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，

SB02(北 西か ら)

DE-3区 土器溜 り出土状況 (南東か ら)



図版 12

F… 3区土器溜 り出土状況 (北西か ら)

町簸

EF-3区 土器溜 り出土状況 (北東か ら)



図版 13

306

CD-4区 土器溜 り出土遺物



図版 14

DE-3区 土器溜 り (307～ 329), F-3区 土器溜 り出土遺物



図版 15

F-3区 土器溜 り出上遺物



図版 16

報
―̈

(F-3,384～ 387,C-3・ 4,388～ 394,D-5,397,EF-2,401,EF-4,402～ 412,

G-6,413)



図版 17

H-5区 土器溜 り出上状況 (南西か ら)

■ヽ

H-5区 土器溜 り出上状況 (北東か ら)



図版 18

H-5区 土器溜 り出土遺物



図版 19

＼`~―十~~~石孔

D-4区 上層 (515・ 516),そ の他の地点 (536～ 547)出 土遺物

第 2調査区 (北か ら)



図版 20

拳1調査風景

現地説明会

調査参加者
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